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1 輸送容器の名称

'づ二

輸送容器の外形寸法及び重量

(1)外形寸法

^卿(^血.)公称外径

^血(^血.)公称高さ

(2)重量

公称^蚫(^山輸送容器

最大■蛇(■北)輸送物

(3)輸送容器の概略

添付図のとおり

2

容器製造番号

3 核燃料輸送物の種類

BU型核分裂性輸送物

4 収納する核燃料物質等の種類、性状、重量及び放射能の量の仕様

添付表のとおり

5 承認を受けようとする容器の製造番号その他の当該容器と他の容器を区別するた

めの番号

NO

1

容器製造番号

1

(設計承認番号: J/2019/B (U) F-96 (R剖.1))

2
3
4
5
6
7
8

0
 
0
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2
3
4
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ー
ー
ー
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ー



6 承認容器として使用することを予定している期間

令和 7年3月17日まで

2



^型輸送容器の概略添付図

3



添付表収納する核燃料物質等の種類、性状、重量及び放射能の量(FCA)の

項目

種類

性状

寸法(mm)

型式

^収納数知 休幻

重量(曾)

器5U重量(k牙)

ウラン濃縮度(重量%)

放射能の量田q)

主要核種の

放射能の量田q)

照射試験用

仕様

※1

発熱量(W)

燃焼度(ツ0)

※2

冷却日数(日)

昂ので泌ため、^(mか燃料畊蛇^,枇ば批。
極低出力炉(0~2kw)のFCAで使用した燃料のため。

以下

ウラン

様

240以下/輸送容器

80以下/収納缶

器5U

(mm)燃料は

皿を超え、■以下

■以下

以下

^ 以下

以下

5

(mm)燃料を実験のため8分割し

以下

^

4

輸
送
物
1
基
当
た
り
の
仕
様



添付表収納する核燃料物等の種類、性状、重量及び放射能の量ΦCA)の仕様

項目

燃

種類

性状

寸法(mm)

型式

燃料体重量(k宮)

燃料体収納数(体)

アルミニウム合金重量(k宮)

臨界装置用ウランアルミニウム合金

235U重量(k套)

ウラン濃縮度(重量%)

主要核種の

放射能の量田q)

仕様

放射能の量田ψ

固体(金属)

^

発熱量(W)

燃焼度や陶

冷却日数(日)

^/輸送容器

以下

収納缶

235{_]'

※1

■を超え、■以下

緩衝材

■ 以下

(mm)、であり、の

^(mm)で泌。証、^の■は
^(mm)、^(mm)で構成されてぃる。

以下

^ 以下

※2

※3

.^

梱包材

材質

^ 以下

重量(k今)

極低出力炉(0~1kw)のDCAで使用した燃料のため。

緩衝材と梱包材を合わせた重量である。

材質

重量(kg)

5

5 以下

材質

^

重量(k牙)

ステンレス鋼

約■
ステンレス鋼

アルミニウム合金

約■

約■
(mm)、

輸
送
物
1
基
当
た
り
の
仕
様

料
体
の
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[添付書類記載事項]

^型核燃料輸送物容器承認申請に係る添付書類一覧

添付書類一1:運搬する核燃料物質等に関する説明書

添付書類一2:輸送容器の設計及び核燃料物質等を当該輸送容器に収納した場合の核

燃料輸送物の安全性に関する説明書

添付書類一3.輸送容器の製作の方法に関する説明書

添付書類一4:輸送容器が輸送容器の設計及び製作の方法に従って製作されてぃるこ

とを示す説明書

添付書類一5

添付書類一6:輸送容器に係る品質管理の方法等に関する説明書

輸送容器が輸送容器の設計及び製作の方法に適合するように維持されて

いることを示す説明書



運搬する核燃料物質等に関する説明書

添付書類一1



収納する核燃料物質等の仕様

(イ)章



(イ)章収納する核燃料物質等の仕様

本輸送容器の収納物は照射試験用^ウランと臨界装置用ウランアルミニウム合金
であり、収納する核燃料物質等の仕様は、gど飽1盡と丘上第旦盡に示すとおりである。

(イ)-1



q)・第1表収納する核燃料物質等(FCA)の仕様

項目

種類

性状

寸法(mm)

型式

^重量(g)

^収納数知 (枚)

235U重量(k目)

ウラン濃縮度(重量%)

放射能の量(Bq)

主要核種の

放射能の量田q)

照射試験用

仕様

※1

発熱量飢り

■以下

燃焼度四湖

(mm)燃料は (mm)燃料を実験のため8分割した

ものであ祉め、^(mm)燃料畊舵^■挺して櫛。
極低出力炉(0~2kw)のFCAで使用した燃料のため。

^

冷却日数(剛

※2

ウラン

240 以下/輸送容器

80以下/収納缶

2351_〕'

^以下
■を超え、■以下

■以下

^ 以下

^ 以下

5 以下

^

(イ)-2
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(イ) 2表収納する核燃料物等ΦCA)の様

項目

種類

性状

寸法(mm)

型式

燃料体重量(k套)

燃料体収納数(体)

アルミニウム合金重量(k曾)

臨界装置用ウランアルミニウム合金

235U重量(kg)

ウラン濃縮度(重量%)

主要核種の

放射能の量(Bq)

仕様

放射能の量田q)

固体(金属)

発熱量(W)

燃焼度炉陶

■ 以下

冷却日数旧)

^ノ輸送容器

収納缶

鈴5U

※1

緩衝材

■を超え、■以下

(mm)、であり、の

^(mm)で泌。また、^の■は
■(mm)、^(mm)で構成されてぃる。

以下

^ 以下

※2

※3

以下

梱包材

材質

重量(k創

^ 以下

極低出力炉(0~1kw)のDCAで使用した燃料のため。

緩衝材と梱包材を合わせた重量である。

材質

重量(k号)

5 以下

材質

^

重量(kg)

ステンレス鋼

約■
ステンレス鋼

アルミニウム合金

約■

約■
(mm)、

(イ)-3
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(ロ)章

仕様の決定方法



(ロ)章仕様の決定方法

照射試験用^ウランと臨界装置用ウランアルミニウム合金の重量は、製作時の実測
値により求める。

獅U重量及びウラン濃縮度は、製作時の分析値から求める。放射能の量及び発熱量は、

最高出力相当運転日数を基に、燃焼計算コード「ORIGEN」を用いて計算により求め

る。

(ロ)-1



輸送容器の設計及び核燃料物質等を当該輸送容器に収納した場合の

核燃料輸送物の安全性に関する説明書

当該輸送容器の設計及び核燃料物質等を当該核燃料輸送物に収納した場合の核燃

料輸送物の安全性に関する説明は、核燃料物質等の工場又は事業所の外における運

搬に関する規則第21条第2項の規定に基づき、核燃料輸送物の設計にっいて原子

力規制委員会の承認(令和2年3月18日付け、原規規発第2003112号)を

受けているので、本核燃料輸送物設計承認書の写しを添付することにより、説明に

代える。

別添2-1に^型核燃料輸送物設計承認書(写し)を示す。

添付書類一2



/

核燃料輸送物設計承認書

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

理事長児玉敏雄殿

平成2年科学技術庁告示第5号(核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬に関

する技術上の基準に係る細目等を定める告示)第41条第1項の規定に基づき、令和元年

5月13日付け令0 1原機(環保) 0 0 1 (令和元年9月20日付け令0 1原機(環保) 0

13及び令和元年Ⅱ月器日付け令01原機(環保) 015 をもって一部補正)をもって

申請のあった核燃料輸送物の設計については、核燃料物質等の工場又は事業所の外におけ

る運搬に関する規則(昭和腿年総理府令第57号)に定める技術上の基準に適合している

と認められるので、同規則第21条第2項の規定に基づき、下記のとおり承認します。

なお、本核燃料輸送物設計承認書は、当該核燃料輸送物が通過し又は搬入される国に

おいて定められた原子力事業者等及び原子力事業者等から運搬を委託された者が従うべき

義務を免除するものではないことを申し添えます。

別添2-1

原規規発第 2003Ⅱ2 号

令和 2年3月18日

原子力規制委員

1 設計承認番号

2 氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者の氏名

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構名称

茨城県那珂郡東海村大字舟石川765番地1住所

理事長児玉敏雄代表者

J / 2 0 1 9 /B (U) F -9 6 (R e v

3 核燃料輸送物の名称

記

^型

1)

別添一1



4 核燃料輸送物の種類

(1)核燃料輸送物の種類

(2)輸送制限個数

(3)配列方法

(4)臨界安全指数

5 核燃料輸送物の外形寸法、重量その他の仕様

(1)核燃料輸送物の外形寸法

^Om外径

さ:^Cln
マ'「
旧J

(2)核燃料輸送物の総重量 ^kg
(3)核燃料輸送物の外観 添付図のとおり

詳細形状は、本核燃料輸送物の核燃料輸送物設計変更承認申請書別紙の(イ)

一第C.1図から(イ)一第D.4図までに示されている。

(4)輸送容器の主要材料

ドラムアセンブリ ステンレス鋼、キャスタブル耐火物、中性子吸収材

収納容器 ステンレス鋼

(5)収納する核燃料物質等の種類、性状、重量及び放射能の量

添付表1及び2のとおり

BU型核分裂性輸送物

25個(照射試験用^ウラン収納時)

なし(臨界装置用ウランアルミニウム合金収納時)

任意

2.0(照射試験用^ウラン収納時)

0.0 (臨界装置用ウランアルミニウム合金収納時)

別添一2

6.臨界安全評価における浸水の領域に関する事項

臨界安全評価においては、密封境界である収納容器の内部に水が浸入するものとし

て評価している。

フ.収納物の密封性に関する事項

本輸送容器の密封装置は、収納容器本体とシール蓋で構成し、収納容器本体とシー

ル蓋の接触部はエチレンプロピレンゴム製0りングで密封すること。

8 BM型輸送物にあっては、 BU型輸送物の設計基準のうち適合しない基準

該当しない

9.輸送容器の保守及び核燃料輸送物の取扱いに関する事項

本輸送容器の保守及び定期自主検査並びに本核燃料輸送物の取扱いについては、本

核燃料輸送物の核燃料輸送物設計変更承認申請書別紙に記載した方法により実施する



こと。

核燃料輸送物設計承認書の有効期間10

令和 2年3月18日から令和 7年3月17日まで

別添一3



添付図 型核燃料輸送物外観図

別添一4



別添一5

添付表1 収納する核燃料物質等の種類、性状、重量及び放射能の量(その1)

種類

性状

重量

放射能の量

収納物知

235τ.丁

総量

主要な核種

^又納数地

濃縮度

照射試験用^ウラン

発熱量

^

型式

2351.〕'

^kg以下

^k宮以下

寸法

燃料板重量

※1

※2

燃焼度

^Bq以下

^Bq以下

燃料、.収納缶、缶スペーサー及び緩衝材等

^(mm)燃料は^(mm)燃料を実験のため8分害ル

たものであるため、^(mm)燃料8枚を^1枚として扱う。
極低出力炉(0~2kw)の高速炉臨界実験装置(FCA)で使用した燃料のため。

冷却日数

^眺%を超え、^'し%以下

※3

240 枚以下/輸送容器

80 枚以下/収納缶

^(mm)

^g以下

5W以下

^

^(mm)

^

^

^g以下

輸
送
物
1
基
当
た
り
の
仕
様



添付表2 収納する核燃料物質等の種類、性状、重量及び放射能の量(その2)

種類

性状

重量

放射能の量

収納物知

2351.〕'

総量

主要な核種

臨界装置用ウランアルミニウム合金

濃縮度

燃料体収納数

発熱量

型式

固体(金属)

寸法

^kg以下

^kg以下

235{.1

燃料体重量

※1

※2

燃焼度

燃料、収納缶及び緩衝材等

^の^であり、^(mm)、^(mm)、^

冷却日数

^Bq以下

^Bq以下

■M%を超え、■Wし%以下

^(mm)である。また、^の^は

^(mm)、^(mm)で構成されている。

※3 極低出力炉(0~1kw)の重水臨界実験装置ΦCA)で使用した燃料のため。

■体

5W以下

^

^kg以下

^

^

(mm) ※2

の^

別添一6
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1 輸送容器の製作方法

2

輸送容器の製作の方法に関する説明書

輸送容器の試験及び検査方法

3 輸送容器の製作スケジュール

4 製作方法に関する特記事項

別添3 1

添付書類一3

製作図面

(イ)章

(ロ)章

(ノ→章

(ニ)章



輸送容器の製作方法

(イ)章



(イ)章輸送容器の製作方法

(イ)・A.概要

輸送容器は、当該核燃料輸送物の安全解析で述べられた各解析及びそれらにより決

定される寸法、構造を満足するように、本書に定められた輸送容器の製作方法に従っ

て製作される。それらが上記設計条件を満足していることを、各試験検査により確

認する。輸送容器の製作工程をq)・第A.1図に示す。

A.1 製作方法及び手順の説明

輸送容器はq)・第A.1図に示す手順及び方法により製作される。以下、 q)・第A.1

図に従い、製作手順及び方法について述べる。

1 ドラムアセンブリ

ドラムアセンブリは、

1.1 ドラム本体

ドラム本体はドラム胴体、ドラム胴体のフランジ部、ドラム内側ライナ、スタッ

ドボルト、ドラム底板及びドラム蓋から構成されている。ドラム胴体とドラム内側

ライナの間の空間にはキャスタブル耐火物()が、ドラム内側ライナ

の間の空間には中性子吸収材であるボロン入りアルミナセメント()がそ

ドラム本体とトッププラグから構成されている。

れぞれ充填される。

①ドラム胴体

①購入した銅材の材料確認を行い、材質が所定の仕様を満足していることを確

認する。

(2)ドラム胴体のフランジ部

①購入した鋼材の材料確認を行い、材質が所定の仕様を満足しているととを確

認する。

②フランジ部長手方向を溶接する。

(3)ドラム内側ライナ

(イ)-1



①購入した鋼材の材料確認を行い、材質が所定の仕様を満足していることを確

認する。

②鋼材を所定の形状に切断、機械加工し成形する。

③ドラム内倶庁イナの各パーツを溶接後、目視検査にて溶接の健全性を確認す

る。

④ドラム胴体のフランジ部とドラム内側ライナの接合

①(2)及び③で製作した部材を溶接する。

(5)ドラム胴体とドラム胴体のフランジ部の接合

①(1)及び④で製作した部材を溶接する。

(6)スタッドボルト

①購入した鋼材の材料確認を行い、材質が所定の仕様を満足していることを確

認する。

(フ)ドラム胴体のフランジ部とスタッドボルトの接合

①(5)で製作した部材とスタッドボルトを溶接する。

⑧ドラム底板

①購入した鋼材の材料確認を行い、材質が所定の仕様を満足しているととを確

認する。

②銅材を所定の形状に切断、機械加工し成形する。

(9)キャスタブル耐火物の充填

①ドラム胴体とドラム内側ライナの間の空問にキャスタブル耐火物を充填する。

②充填したキャスタブル耐火物の硬化後密度が所定の仕様を満足してぃること

を確認する。

(1のドラム胴体とドラム底板の接合

①(8)及び(9)で製作した部材を溶接する。

(1D 中性子吸収材の充填

①ドラム内側ライナの間の空間に中性子吸収材であるボロン入りアルミナセメ

ントを充填する。

②未臨界検査として充填した中性子吸収材の鋳込み深さ寸法、硬化後重量及び

硬化後密度について確認する。
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(12)ドラム蓋

①購入した鋼材の材料確認を行い、材質が所定の仕様を満足していることを確

認する。

②銅材を所定の形状に切断、機械加工し成形する。

③ドラム蓋にドラム蓋補強りングを溶接後、目視検査にて溶接の健全性を確認

する。

(13)寸法、外観検査

①(11)及び(12)で製作した部材について、寸法及び外観検査を実施する。

1.2 トッププラク

トッププラグは天板、胴板及び底板から構成され、それらから成る空間部にはキ

ヤスタブル耐火物が充填される。

①天板

①購入した鋼材の材料確認を行い、材質が所定の仕様を満足していることを確

認する。

②鋼材を所定の形状に切断、機械加工し成形する。

(2)胴板

①購入した鋼材の材料確認を行い、材質が所定の仕様を満足していることを確

認する。

②鋼材を所定の形状に切断、機械加工し成形する。

(3)天板と胴板の接合

①(1)及び②で製作した部材を溶接する。

(4)キャスタブル耐火物の充填

①天板と胴板の間の空間にキャスタブル耐火物を充填する。

②充填したキャスタブル耐火物の硬化後密度が所定の仕様を満足していること

を確認する。

⑤底板

①購入した鋼材の材料確認を行い、材質が所定の仕様を満足していることを確
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認する。

②鋼材を所定の形状に切断、機械加工し成形する。

⑥胴板と底板の接合

①④及び(5)で製作した部材を溶接する。

(フ)トッププラグの寸法、外観検査

①(6)で製作した部材について、寸法及び外観検査を実施する。

2.収納容器

収納容器は、収納容器本体、 0りング及び収納容器蓋から構成される。

2.1 収納容器本体

(1)収納容器本体

①購入した鋼材の材料確認を行い、材質が所定の仕様を満足していることを確

認する。

②鋼材を所定の形状に切断、回転塑性加工により製作する。

③製作した部材について、外観及び寸法検査を実施する。

なお、収納容器本体の外観検査として液体浸透探傷検査を実施する。

(2) 0 りング

①購入した部材の材料確認を行い、材質及び寸法が所定の仕様を満足してぃる

ことを確認する。

2.2 収納容器蓋

収納容器蓋は、シーノレ蓋、クロージャーナット、リークテストポートプラグ及び

外止めりングから構成される。

(1)シーノレ芸

①購入した鋼材の材料確認を行い、材質が所定の仕様を満足していることを確

認する。

②鋼材を所定の形状に切断、機械加工し成形する。

③シール蓋に閉止栓を溶接後、目視検査及び液体浸透探傷検査にて溶接の健全
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性を確認する。

④製作した部材について外観、寸法検査を実施する。

なお、シール蓋の外観検査として液体浸透探傷検査を実施する。

(2)クロージャーナット

①購入した鋼材の材料確認を行い、材質が所定の仕様を満足していることを確

認する。

②鋼材を所定の形状に切断、機械加工し成形する。

③製作した部材について外観、寸法検査を実施する。

なお、クロージャーナットの外観検査として液体浸透探傷検査を実施する。

(3)リークテストポートプラグ

①購入した鋼材の材料確認を行い、所定の仕様を満足していることを確認する。

(4)外止めりング

①購入した鋼材の材料確認を行い、所定の仕様を満足しているととを確認する。

2.3 収納容器の各種検査

① 2.1で製作した収納容器本体及び2.2で製作した収納容器蓋に対し耐圧検査を

実施する。

② 2.1で製作した収納容器本体及び2.2で製作した収納容器蓋に対しへりウムに

よる気密漏えい検査を実施する。

③収納容器本体と収納容器蓋を組み合わせ、それらが支障なく組み立てられる

ことを確認し、圧力上昇法による収納容器の気密漏えい検査を実施する。

④収納容器の外観検査を実施する。

3 輸送容器

①六角ナット、ワッシャー、シリコンラバーパッド、プラスチックプラグの材

料確認を行い、所定の仕様を満足していることを確認する。

② 1.及び 2.で製作した部材並びに六角ナット、ワッシャー、シリコンラバーパ

ツド及びプラスチックプラグを組み合わせ、ドラムアセンブリに収納容器が

支障なく挿入され、かつ、取り出せることを確認する。
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(イ)・B、材料の説明

B.1 板材料

輸送容器のドラムアセンブリに使用する板材料はステンレス鋼であり、 q)'第B.1

表に示す規格の材料を使用する。これらの材料は、十分な強度を有し耐食性に優れ、

製作においても特性を失うことなく加工可能である。

また、溶接、切断、機械加工後の部材は、パシベート処理(ステンレス鋼表面の不

動態処理)を行うため、材料の特性を失うことなく加工可能である。

q)・第B.2表に適用規格の材料特性を示す。

B.2 管材類

該当しない。

B.3 鍛造品及びボルト・ナット類

本輸送容器に用いる鍛造品としては収納容器の本体であり、ボルト・ナット類とし

てはスタッドボルト、六角ナット及びワッシャーである。いずれもq)・第B.1表に示

す規格の材料を使用する。これらの材料は、十分な強度を有し耐食性に優れ、製作に

おいても特性を失うことなく加工可能である。

q)・第B.2表に適用規格の材料特性を示す。

B.4 溶接用電極・棒・ワイヤ

輸送容器に使用する材料に対し、健全な溶接を得るため、(イ)・第B.1表に示す規格

の溶接材料を使用する。

B.5 特殊材料

輸送容器の製作に関し、前述の一般材料のほかに、下記に示す特殊材料を使用する。

①断熱材

断熱材として、

^)を充填する。
②中性子吸収材

製のボロン入り中陛子吸収材として、

製のキャスタブル耐火物(^

(イ)ーフ

ント(アルミナセメ



)を充填する。

(3) 0 りング

収納容器フランジ音蹴こ設ける 0 りングには、 EPDM (エチレンプロビレンジエ

ンゴム)を使用する。

(4)シリコンラバーパッド

3種類のシリコンラバーパッドは、収納容器の底部、収納容器の蓋の上部及び

トッププラグに置かれる。

(5)プラスチックプラク

プラスチックプラグは、ドラム外壁の4箇所の水蒸気放出孔とトップリングの 1

箇所の水蒸気放出孔に挿入する。

B.6 ミノレシート

輸送容器のドラムアセンブリ及び収納容器に使用している銅材については、ミルシ

ト付の鋼材を使用する。ミルシートには、適用仕様、コード又は規格により要求さ

れる化学成分、機械的性質が記載されている。
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B.7 材料の欠陥部の修理

各材料の製造過程及ぴ加工中に発生した板傷等の小欠陥はグラインダにて滑らか

に仕上げ、目視検査により検査する。

B.8 材料の切断

ドラムアセンブリ及び収納容器に使用するステンレス鋼材の切断は、シャーリング

機、プラズマ切断機、グラインダ切断機等を用いて行う。

また、棒材の切断もグラインダ切断機、プラズマ切断機、旋盤等を用いて行う。

B.9 材料の成型

成型した材料は使用しない。



使用区分

ドラム胴体

ドラム胴体のフラン

ジ部

ドラム内側ライナ

ω

スタッドポノレト

B.1表材料規格(ν2)

ド
ドラム底板

材料

ドラム主

トッププラグの天板、

胴板、底板

^

リ

断熱材

中性子吸収材

^

^

適用規格

^

六角ナット

キャスタブル耐火物

^

ワッシヤー

^

^

シリコンラバーパッド

^

[注]

プラスチックプラグ

炭化ホウ素

^

^

メーカ証明書

メーカ証明書

メーカ証明書

メーカ証明書

メーカ証明書

メーカ証明書
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収納容器本体

使用区分

0 りング

(イ)

シーノレ芸

クロージャーナット

B.1表材料規格(2/2)

リークテストポート

プラク

外止めりンク

材料

ガスタングステンア

ーク溶接(GTAW)

ガスメタルアーク溶

接(GMAW)

エチレンプロピレン

ジエンゴム

{注]

エチレンプロピレン

ジエンゴム

^

適用規格

^

メーカ証明書

メーカ証明書

メーカ証明書

^
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(イ>C.溶接

C.1 溶接方法及び材料

ドラムアセンブリ及び収納容器の母材の種類は、すべてステンレス鋼である。溶接

の認定手順としての溶接施工法認定及び溶接士の認定は、により

実施される。

C.2 溶接機の管理及び溶接士資格

①溶接機は定期的に点検し管理されたものを使用する。

(2)溶接作業は、により認定された溶接士により実施される。

C.3 溶接の主要事項に関する説明

①開先等の主要寸法、形状

輸送容器のドラム内側フランジ(3箇所)、ドラム蓋及び収納容器の溶接部の開

先寸法、形状を q)・第 C.1図及びq)・第 C.3 図に、また、溶接線位置図をq)・第 C.2

図及び(イ)・第 C.4 図に示す。

②溶接表面の洗浄

欠陥の発生を防止するため、溶接部表面の酸化物、油等の異物の除去作業を溶

接前に行う。

③溶接部の仕上げ

溶接部は、非破壊検査が可能な程度に仕上げる。ただし、他の部分との取合が

あるなど特に仕上げが要求される場合は、その要求に応じグラインダ仕上げ、機

械加工仕上げ等を実施する。
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NO 溶接部

1 ドラム内側ライナ

(イ)・第 C.1 図

開先詳細(mm 6n.))

ドラムアセンブリ開先図

2 ドラム内側ライナ

3

概略形状図

ドラム内側ライナ

4 ドラム蓋と補強りング
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q)・第 C.2 図 ドラムアセンブリ溶接線立置図
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NO 溶接部

5

q)・第C.3 図収納容器開先図

シール蓋と閉止栓

開先詳細(mm (in.)) 概略形状図

q)・第C.4図収納容器溶接線立置図
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C.4 溶接欠陥の修理

目視検査、液体浸透探傷試験等で発見された溶接部の欠陥は、欠陥の存在箇所をグ

ラインダで除去し、本溶接と同一の条件で補修溶接を行い、本溶接と同様の検査を実

施する。

C.5 溶接後の熱処理

該当しない。

C.6 特殊溶接

i亥当しない。

C.7 溶接の施工管理、その他

品質保証を確立するため、製作者はに基づいて溶接方法、溶接士

の資格、溶接機、溶接用材料等を記載した溶接施工・検査要領を作成し、溶接作業、

溶接検査を行い管理する。

(イ)・D.遮蔽体の製作法

輸送容器は、輸送容器の構成材料による遮蔽効果、燃料配置による距際の減哀効果

により遮蔽されており、鉛等の特別な遮蔽材は使用していないので該当しない。

(イ)・E.弁等の付属機器の製作法

輸送容器には、弁、非常用安全装置等がないため、該当しない。
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(イ)・F、組立等その他の製作法

F.1 ボノレト締め

ドラム蓋閉止用の六角ナット、収納容器閉止用のクロージャーナット及びりークテ

スト孔閉止用のりークテストポートプラグは、トルクレンチを用いて締め付けを

実施する。

F.2 表面仕上げ

溶接、切断、機械加工後の部材は、耐腐食性向上のためパシベート処理(ステンレ

ス鋼表面の不動態処理)を行う。

F.3 キャスタブル耐火物の製作法

ドラム胴体とドラム内倒庁イナの間の空間及びトッププラグには、衝撃吸収と断熱

材の両方に機牝するキャスタブル耐火物(^)を下記の要領で充填する。
①購入したキャスタブル耐火物粉体の材料確認を行う。

②キャスタブル耐火物粉体に水を追加し、ミキサーで混合する。

③上記混合物をドラム胴体とドラム内側ライナの間の空問及びトッププラグに

充填する。充填の際は、キャスタブル耐火物中の気泡を除去するため、それ

ぞれの部材を振動させる。

④キャスタブル耐火物を充填した部材を静置し硬化させた後、加熱炉にて焼成

する。

⑤焼成後の重量を測定し、キャスタブル耐火物の硬化後密度が基準値内である

ととを確認する。

F.4 中陛子吸収材の製作法

中間部ライナと下部ライナを形成するライナ間の空間には、中性子吸収材であるポ

ロン入りアルミナセメント()を下記の要領で充填する。ボロン入りアル

ミナセメントは、母材であるアルミナセメント()と、中性子吸収用炭化

ホウ素田'C)粉末の混合物である。

なお、収納物の一部である缶スペーサーについても同様の製作法により中性子吸収
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材を充填する。

①購入したアルミナセメント()粉体及び中性子吸収用炭化ホウ素

田'C)粉体の材料確認を行う。

②アルミナセメント(^)及び中性子吸収用影化ホウ素(&C)の粉体

(イ) -20

を所定の重量比で秤量後、十分に混合する。

③混合した粉体に水を追加し、ミキサーで混合する。

④上記混合物を、中間部ライナと下部ライナを形成するライナ間の空間に充填

する。充填の際は、中性子吸収材中の気泡を除去するため、部材を振動させ

る。

⑤中性子吸収材の鋳込み深さ寸法が基準値内であることを確認後、部材を静置

し硬化させる。

⑥中性子吸収材の硬化後重量を測定し、硬化後密度が基準値内であることを確

認する。
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輸送容器の試験及び検査方法



(ロ)章輸送容器の試験及び検査方法

本申請に係る輸送容器は、容器製造者により当該核燃料輸送物設計承認書と同一

の設計仕様に基づき製作されたものである。国立研究開発法人日本原子力研究開発

機構は、製作当時の輸送容器検査記録により、本輸送容器が当該核燃料輸送物設計

承認書の諸規定を満足することを確認する。輸送容器製作時の検査要領を丘2二第」

表に示す。

(ロ)・A 材料検査

ドラムアセンブリ及び収納容器の主要鋼材について、材料のミルシートを確認

する。六角ナット、ワッシャー、シリコンラバーパッド、プラスチックプラグ、

0 りング、リークテストポートプラグ及び外止めりングにっいては、メーカ証明

書を確認する。ドラム本体及びトッププラグに充填されたキャスタブル耐火物の

硬化後密度については、容器製造者の検査記録を確認する。

(ロ)・B 寸法検査

輸送容器の主要寸法が基準寸法内にあることを、製作中又は製作完了時に実施

した容器製造者の検査記録で確認する。

(ロ)・C 溶接検査

輸送容器の主要な溶接部の検査結果を、容器製造者の検査記録で確認する。

溶接部の検査項目は下記のとおり。

(1)溶接前に溶接部材、溶接機を確認する。

(2)溶接完了後、目視又は液体浸透探傷検査により、溶接部表面に有害な傷、

割れ、変形等がないことを容器製造者の検査記録で確認する。液体浸透探

傷検査は、の規格に基づく。

(ロ)・D 外観検査

輸送容器のドラムアセンブリ及び収納容器の外観を目視又は液体浸透探傷検査
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により検査した結果にっいて、輸送容器の内外面に有害な傷、割れ等がなく、形状

に異常な欠陥がないことを容器製造者の検査記録で確認する。

(ロ)・E 耐圧検査

収納容器の製作完了時に、下記の耐圧試験を行い、漏れのないことを容器製造

者の検査記録で確認する。

1.04士0.03 MpaG (150土 5 Psig)(1)耐圧試験圧力;水圧

~ 32.2 ゜C (60 ~ 90 ゜F)(2)耐圧試験温度 15.6,

(3)保持時間 10分,

耐圧試験圧力の減少がないとと及び漏水がないとと。(4)合格基準;

(ロ)・F 気密漏えい検査

収納容器の製作完了時に、収納容器本体及び収納容器蓋のへりウムリーク試験

並びに収納容器の圧力上昇法による気密漏えい試験を行い、漏えい率が下記基準

を満足することを、容器製造者の検査記録で確認する。

(D 収納容器本体(へりウムリーク試験); 2.O× 107Stdcm3/S 以下

2.O × 10'7 Std cm3/S 以下(2)収納容器蓋(へりウムリーク試験) ,

1.O × 10-4 Std cm3/S 以下(3)収納容器(圧力上昇法) ,

(ロ)-2

(ロ)・G 遮蔽性能検査

本輸送容器では、構成材料による遮蔽効果、配置による距籬の減衰効果により

遮蔽されてぃるため、ドラムアセンブリ及び収納容器の主要部材について、材料

のミルシート又はメーカ証明書を確認する。このため、遮蔽性能検査については、

(ロ)・A 材料検査の結果を確認する。

(ロ)・H 遮蔽寸法検査

本輸送容器では、構成材料による遮蔽効果、配置による距籬の減衰効果により

遮蔽されてぃるため、輸送容器の主要寸法が基準寸法内にあることを確認する。

このため、遮蔽寸法検査にっいては、(ロ)・B 寸法検査の結果を確認する。



(ロ)・1 伝熱検査

収納物から発生する崩壊熱は小さく、容器温度は周囲温度と同一になるため本

検査は実施しない。

(ロ)・J 吊上荷重検査

本輸送容器は、吊上装置を有していないため該当しない。

(ロ)・K 重量検査

輸送容器の総重量が当該核燃料輸送物設計承認書に記載の設計を満足すること

について、材料検査及び寸法検査により個々の部品の形状を確認する。このため、

重量検査については、(ロ)、A 材料検査及び(ロ)・B 寸法検査の結果を確認する。

(ロ)・L 未臨界検査

中性子吸収材(ボロン入りアルミナセメント)の鋳込み深さ寸法、硬化後重量

及び硬化後密度が基準値内にあることを、容器製造者の検査記録で確認する。

(ロ>M 作動確認検査

本輸送容器は、弁、非常用安全装置等を有していないため該当しない。

(ロ)・N 取扱い検査

輸送容器製作時の気密漏えい検査において、収納容器を申請書に記載された手

順で取り扱い、気密漏えい検査に合格しているととを容器製造者の検査記録で確

認する。
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レ→章輸送容器の製作スケジュール

本申請に係る輸送容器は、容器製造者により当該核燃料輸送物設計承認書と同一の設

計仕様に基づき、既に製作されたものであり、レ→・第 1表に本申請に係る輸送容器の製

作時期を示す。

なお、国立研究開発法人日本原子力研究開発機構は、製作当時の輸送容器検査記録に

より本輸送容器が当該核燃料輸送物設計承認書の諸規定を満足するととを確認した。記

録確認は、国立研究開発法人日本原子力研究開発機構高速炉・新型炉研究開発部門大

洗研究所で実施した。

レ→・第1表輸送容器の製作時期

レ→一1

輸送容器番号

3

4

5

製作時期

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

9
】

山
1



製作方法に関する特記事項

(ニ) 章



(ニ)章製作方法に関する特記事項

該当する事項なし。
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別添3

参考:寸法検査記録図2-1

1 製作図面
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参考:寸法検査記録図2-2
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参考:寸法検査記録図2-3
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参考:寸法検査記録図2-4
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参考:寸法検査記録図2-5
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参考:寸法検査記録図2-6
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参考:寸法検査記録図2-フ
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参考:寸法検査記録図2-8
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輸送容器が輸送容器の設計及び製作の方法に従って

製作されていることを示す説明書

添付書類一4



(イ)章輸送容器の製作時の検査に関する説明

本申請に係る輸送容器は、容器製造者により当該核燃料輸送物設計承認書と同一

の設計仕様に基づき製作されたものである。国立研究開発法人日本原子力研究開発

機構は、これらの輸送容器の貸与を受けて使用するものであるため、当時の輸送容

器検査記録により、本輸送容器が当該核燃料輸送物設計承認書の諸規定を満足する

ことを確認した。

本輸送容器が当該核燃料輸送物設計承認書の設計に従って製作されてぃることに

関する品質監査として、上記検査記録の確認を行うとともに、輸送容器の製作を行

つた当時の容器製造者の品質保証体制を確認し、この品質保証体制の下で管理され

ている本輸送容器について、品質管理、品質保証上問題がないととを確認した。

(イ)-1



(イ)・A 検査スケジュール

本申請に係わる輸送容器は、 2007年5月~20四年4月に製造された合計 15 基で

ある。輸送容器製作時の工程を(イ)・第 A.1図に、検査スケジュールをq)・第 A.1表に

示す。また、輸送容器製作時の検査記録により、本輸送容器が当該核燃料輸送物設

計承認書の諸規定を満足することを確認するための検査要領をq)'第 A.2 表に示す。

検査対象及び検査場所は、次のとおりである。

NO 検査対象(製造番号)

(イ)-2

検査場所

国立研究開発法人日本原子力研究

開発機構

高速炉・新型炉研究開発部問

大洗研究所

1
2
3
4
5
6
7
8
9

0
1
2
3
4
5

ー
ー
ー
ー
ー
ー
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NO

q)・第 A、1 表

1 材料検査

2

3

寸法検査

検査項目

製作時

溶接検査

4 外観検査

5

査スケジューノレ

6

耐圧検査

7

気密漏えい検査

8

遮蔽性能検査

検査時期

材料受取時

及び製作中

9

遮蔽寸法検査

製作中及び
製作完了時

10

伝熱検査、,

11

吊上荷重検査"

製作中

製作中及び

製作完了時

12

重量検査*3

製作完了時

13

未臨界検査

製作完了時

14

作動確認検査、

*1

取扱い検査兆

製作中

収納物から発生する崩壊熱は小さく、容器温度は周囲温度と同

になる。そのため、本検査は実施しない。

本輸送容器は吊上装置を有していないため該当しない。

材料検査及び寸法検査により確認する。

弁、非常用安全装置等を有していないため該当しない。

気密漏えい検査において、収納容器を申請書に記載された手順

で取り扱い、気密漏えい検査を合格していることを容器製造者

の検査記録で確認する。

*2

*3

*4

*5

製作中

(イ)-4

製作中

製作完了時



NO

1

検査項目

材料検査

q)・第 A.2 表

①ドラムアセンブリ及び収納

容器の主要鋼材について、材料

のミノレシートを確認する。

②六角ナット、ワッシャー、シ

リコンラバーパッド、プラスチ

ツクプラグ、0りング、リーク

テストポートプラグ及び外止

めりングについては、メーカ証

明書を確認する。

③ドラム本体及びトッププラ

グに充填されたキャスタブル

耐火物の硬化後密度について

は、容器製造者の検査記録を確

認する。

検査方法

製作時 査要6

2

(ν2)

①q)・第 B.2 表に示す材料特性を

満足していること。

寸法検査

3 溶接検査

②q)・第 B.1 表に示す材料である

合格基準

輸送容器の主要寸法が基準寸

法内にあることを、容器製造者

の検査記録で確認する。

4 外観検査

輸送容器の主要な溶接部の検

査結果を、容器製造者の検査記

録で確認する。

③キャスタブル耐火物の硬化後密

度が以下の基準を満足すること。

硬化後密度(k創m3 (1b/ft3))

輸送容器のドラムアセンブリ

及び収納容器の外観を目視又

は液体浸透探傷検査により検

査した結果について、容器製造

者の検査記録で確認する。

5 耐圧検査

6

別添3-1:製作図面に記載され

ている公差内にあること。

気密漏え

い検査

収納容器の耐圧検査結果を、容

器製造者の検査記録で確認す

る。

有害な傷、割れ等がなく、形状に

異常な欠陥がないこと。

収納容器本体及び収納容器蓋

部のへりウムリーク試験並び

に収納容器の圧力上昇法によ

る気密漏えい試験を行った結

果を容器製造者の検査記録で

確認する。

遮蔽性能

検査

有害な傷、割れ等がなく、形状に

異常な欠陥がないこと

材料検査結果を確認する。

水圧検査により、圧力の減少及び

内部からの漏水がないこと。

収納容器各部の漏えい率が以下の

基準を満足すること。

本体:2.O×10-7 Std・cm3/S 以下

蓋部:2.O×10-7 Std・cm3/S 以下

収納容器:1.O× 10'. std・cm3/S 以下

0

材料検査に合格していること。

(イ)-5
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NO

8

検査項目

遮蔽寸法

検査

9 伝熱検査

10

q)・第 A.2 表

寸法検査結果を確認する。

吊上荷重

検査

11

収納物から発生する崩壊熱は小さく、容器温度は周囲温度と同一

になる。そのため、本検査は実施せず。

重量検査

12

検査方法

本輸送容器は吊上装置を有しないため該当せず。

製作時

未臨界検

査

材料検査及び寸法検査結果を確認

する。

査要領(2/2)

中性子吸収材(ボロン入りアルミナ

セメント)の鋳込み深さ寸法、硬化

後重量及び硬化後密度が基準値内

にあることを、容器製造者の検査記

録で確認する。

13 作動確認

検査

14 取扱い検

査

寸法検査に合格しているこ

と

弁、非常用安全装置等を有していないため該当せず。

C

合格基準

気密漏えい検査において、収納容器

を申請書に記載された手順で取り

扱い、気密漏えい検査に合格してい

ることを容器製造者の検査記録で

確認tる。

材料検査及び寸法検査に合格

していること

鋳込み深さ寸法、硬化後重量

及び硬化後密度が基準値を満

足していること

0

気癌漏えい検査に合格してい

ること

0

0

(イ)-6



(イ)・B 輸送容器の検査結果

(イ)・第 A.2 表に示す検査要領に基づき、容器製造者の当該輸送容器製作時検査記録

にて確認を行い、その結果を別添4 -1 に示す。

(イ)ーフ



^型輸送容器 製作時検査記録

別添4 1



検査年月日

検査場所

核燃料輸送物製作時検査記録

検査責任者

令和元年ル月?日

検査対象物

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

高速炉・新型炉研究開発部門大洗研究所

検査項目

^型輸送容器

検査方法

材料検査

ノ、』ノ

①ドラムアセンブリ及び収納容器の主要鋼材について、材料の

ミルシートを確認する。

②六角ナット、ワッシャー、シリコンラバーパッド、プラスチ

ツクプラグ、0りング、リークテストポートプラグ及び外止めり

ングについては、メーカ証明書を確認する。

③ドラム本体及びトッププラグに充填されたキャスタブル耐火

物の硬化後密度については、容器製造者の検査記録を確認する。

令和元年ん月 ne

検査実施者

合格基準

1 5 基

}

①紛一第B.2表に示す材料特性を満足していること。

②紛・第B.1表に示す材料であること。

③キャスタブル耐火物の硬化後密度が以下の基準を満足するこ

検査記録

別紙参照

と。

硬化後密度(kg/m3(1b/{円)

2 結果

合裕

備老

別添一 1



①ドラムアセンブリ

ドラム胴体

部位

ドラム内側ライナ

ドラム底板

ドラム芸

トッププラグ

材料特性表

ドラム胴体のフランジ部

適用規格

^

・スタッドボノレト

^

・キャスタブル耐火物

中性子吸収材

六角ナット

備考

ミノレシートで確認

ミノレシートで確認

^

・ワッシヤー

ミノレシートで確認

^

ミノレシートで確認

・シリコンラバーパッド

^

ミノレシートで確認

プラスチックプラグ

②収納容器

ミノレシートで確認

収納容器本体

・0りング

^

シーノレ去,

ミノレシートで確認

クロージャーナット

メーカ証明書で確認

・リークテストポートプラグ

^

メーカ証明書で確認

^と炭化ホ
ウ素の混合物

・外止めりング

③溶接材料

エチレンフ゜ロビレンジエンこゴム

メーカ証明書で確認

^

メーカ証明書で確認

^

メーカ証明書で確認

^

メーカ証明書で確認

ミノレシートで確認

メーカ証明書で確認

別添一2

ミノレシートで確認

ミノレシートで確認

メーカ証明書で確認

メーカ証明書で確認

ミノレシートで確認



(りキャスタブル耐火物の硬

化後密度

部位

基準 (kg/"' Qb/ftり)

適用規格

容器製造者の検査記

録で確認

備考

別添一3



互手暑邑番、号'

(1)ドラムアセンブリ

部位

ドラム胴体

ドラム胴体のフラ

ンこ>音3

材料於査記録

ドラム内側ライナ

材質

^

・スタッドボノレト

^

ドラム底板

ドラム去

材料番号

山^

トッププラグ

・キャスタブル耐火

物

■

■

結果

^

・中性子吸収材

良

備考

良

^

・六角ナット

ワッシヤー

アルミナセメント

.シリコンラノ叉ーノく

ツド

良

^

・プラスチックプラ

グ

^

良

炭化ホウ素

良

^
^

^

^

良

^

良

^

^

良

璽

良

皿

良

■

良

良

別添一4
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良
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谷.暑号番、号'

(2)収納容器

部位

・収納容器本体

・0りング

シーノレ主:

材料於査記録

クロ、ーこ才ヤ^サーツ

ト

材質

エチレンフ゜ロビレン

ジエンゴム

リークテストポー

トプラグ

^

・外止めりング

③溶接材料

^

材料番号

^

山^

^

^

^

昼

結果

部位

④キャスタ

ブル耐火物の

硬化後密度

谷、暑号番、号'

^

^

良

備考

良

イゾ置

■

ドラム本体

トッププラグ

良

回

良

基準

(kg/"' ab/ftり)

良

^
^

良

硬化後密度

(kg/"'(1b/ftり)

良

^
^

結果

良

備考

別添一5
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谷,暑呈番、号'

(D ドラムアセンブリ

部位

ドラム胴体

ドラム胴体のフラ

ンジ音K

材料検査記録

ドラム内側ライナ

材質

^

・スタッドボノレト

・ドラム底板

^

ドラム去

材料番号

聖^

トッププラグ

・キャスタブル耐火

物

■

■

結果

・中性子吸収材

^

良

備考

・六角ナット

良

^

ワッシヤー

・シリコンラノ叉ーノ弌

ツド

アルミナセメント

良

・プラスチックプラ

グ

^

^
炭化ホウ素

良

^
^

良

^

^

良

^

良

^

^

良

亜

良

皿

良

■

良

良

良

別添一6
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谷.暑邑番、号'

②収納容器

部位

・収納容器本体

・ 0りング

・シーノレ蓋1

材料於査記録

クロ、-t才ヤ^'ナーツ

ト

材質

エチレンプロピレン

ジエンゴム

リークテストポー

トプラグ

^

・外止めりング

③溶接材料

^

材料番号

^

地^

^

^

^

冒

結果

④キャスタ

ブル耐火物の

硬化後密度

谷、暑昌番、号・

部位

^

^

良

備考

良

イゾ置

冒

ドラム本体

トッププラグ

良

皿

良

基準

(kg/mX比/ff))

良

^
^

良

硬化後密度

(kg/が(1b/ff))

良

^
^

結果 備考

別添一フ

巨

良
良

=
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谷,暑邑番、号

①ドラムアセンブリ

部位

ドラム胴体

ドラム胴体のフラ

ンこ>音3

材料検査記録

ドラム内側ライナ

材質

^

・スタッドボノレト

・ドラム底板

^

ドラム去

材料番号

山^

トッププラグ

・キャスタブル耐火

物

■

■

結果

・中性子吸収材

^

良

備考

・六角ナット

良

^

ワッシヤー

・シリコンラノ叉ーノく

ツド

アルミナセメント

良

・プラスチックプラ

グ

^

^
炭化ホウ素

良

^
^

良

^

^

良

^

良

^

^

良

■

良

■

良

■

良

良

良

別添一8
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谷,暑号番、号'

②収納容器

部位

・収納容器本体

・ 0りング

.シーノレ美:

材料

クロージャーナッ

ト

材質

エチレンプロピレン

ジニ丘ンゴム

査記録

リークテストポー

トプラグ

^

・外止めりンク

(3)溶接材料

^

材料番号

^

山^

^

^

^

圏

結果

(4)キャスタ

ブル耐火物の

硬化後密度

谷L暑昌番:号'

部位

^

^

良

備考

良

イゾ置

■

ドラム本体

トッププラグ

良

皿

良

基準

(kg/"'(1b/ftり)

良

^
^

良

硬化後密度

(kg/"'(1b/ff))

良

^
^

結果 備考

別添一9

冨

良
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谷、暑呈番、号'

a)ドラムアセンブリ

部位

ドラム胴体

ドラム胴体のフラ

ンt>音Ⅱ

材料於査記録

ドラム内側ライナ

材質

^

・スタッドボノレト

^

ドラム底板

ドラム菫

材料番号

地^

トッププラグ

■

キャスタブル耐火

物

■

結果

・中陛子吸収材

^

良

備考

・六角ナット

良

^

ワッシヤー

・・シリコンラノ叉ーノく

ツド

アルミナセメント

良

・プラスチックプラ

ク

^

^
炭化ホウ素

良

^
^

良

^

^

良

^

良

^

^

良

風

良

皿

良

■

良

良

別添一10

良

良
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盟
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猫L暑号番、号'

②収納容器

部位

・収納容器本体

・0りング

.シーノレ美:

材料於査記録

クロージャーナッ

ト

材質

エチレンフ゜ロピレン

ジエンゴム

リークテストポー

トプラグ

^

・外止めりング

③溶接材料

^

材料番号

^

塑^

^

^

^

画

結果

④キャスタ

ブル耐火物の

硬化後密度

谷・暑号稲、号'

部位

^

^

良

備考

良

イ堅置

盟

ドラム本体

トッププラグ

良

■

良

基準

(kg/mxlb/ft'))

良

^
^

良

硬化後密度

(kg/mxlb/ff))

良

^
^

結果 備考

別添一11

冒
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良
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埜チ暑呈番、号

(1)ドラムアセンブリ

部位

ドラム胴体

ドラム胴体のフラ

ンこ>音"

材料於査記録

ドラム内側ライナ

材質

^

・スタッドボノレト

^

ドラム底板

・ドラム去

材料番号

逃^

トッププラグ

・キャスタブル耐火

物

■

■

結果

・中陛子吸収材

^

良

備考

・六角ナット

良

^

ワッシヤー

.シリコンラノ叉ーノく

ツド

アルミナセメント

良

・プラスチックプラ

グ

^

^
炭化ホウ素

良

^
^

良

^

^

良

^

良

^

^

良

皿

良

盟

良

■

良

良

良

別添一12

良

盟
=
.

冒
=

冒謡



谷、暑呈番、号・

②収納容器

部位

・収納容器本体

・ 0りング

材料キ査記録

シーノレ美:

クロージャーナッ

ト

材質

エチレンフ゜ロピレン

ジエンゴム

リークテストポー

トプラグ

^

・外止めりング

③溶接材料

^

材料番号

^

塑^

^

^

^

盟

結果

(4)キャスタ

ブル耐火物の

硬化後密度

谷、暑号番、号

部位

^

良

^

備考

良

イ立置

■

ドラム本体

トッププラグ

良

置

良

基準

(kg/.'(1b/ff))

良

^
^

良

硬化後密度

(kg/m'(1b/ftり)

良

^
^

結果 備考

別添一13

一
昌

良
良

器
=



谷.暑呈番、号'

(D ドラムアセンブリ

部位

ドラム胴体

ドラム胴体のフラ

ンS>音B

材料

・ドラム内側ライナ

材質

査記録

^

・スタッドボノレト

^

ドラム底板

・ドラム去

材料番号

聖^

トッププラグ

・キャスタブル耐火

物

■

■

結果

・中性子吸収材

^

良

備考

・六角ナット

良

^

ワッシヤー

・シリコンラノ弌ーノ弌

ツド

アルミナセメント

良

・プラスチックプラ

グ

^

^
炭化ホウ素

良

^
^

良

^

^

良

^

良

^

^

良

皿

良

皿

良

皿

良

良

別添一14

良

良

盟
=
■

盟
冒

冒昌



谷、暑呈番、号・

②収納容器

部位

・収納容器本体

・0りング

・シーノレ芸

材料

クロージャーナッ

ト

材質

エチレンプロピレン

ジエンゴム

査記録

リークテストポー

トプラグ

^

・外止めりング

③溶接材料

^

材料番号

^

山^

^

^

^

皿

結果

④キャスタ

ブル耐火物の

硬化後密度

谷、暑邑番、号・

部位

^

^

良

備考

良

イ立置

酉

ドラム本体

トッププラグ

良

皿

良

基準

(kg/m气lb/ftり)

良

^
^

良

硬化後密度

(kg/mxlb/ftり)

良

^
^

結果 備考

別添一15

一
昌

良
良

■
盟



埜予暑呈番、号

(D ドラムアセンブリ

部位

ドラム胴体

ドラム胴体のフラ

ンジ音f

材料

ドラム内側ライナ

材質

査記録

^

・スタッドボノレト

^

ドラム底板

ドラム去

材料番号

地^

トッププラグ

・キャスタブル耐火

物

■

■

結果

^

・中性子吸収材

良

備考

良

^

・六角ナット

ワッシヤー

アルミナセメント

・シリコンラノ叉ーノく

ツド

良

^

・プラスチックプラ

グ

^

良

炭化ホウ素

良

^
^

^

^

良

^

^

良

^

^

良

■

良

冒

良

■

良

良

別添一16

良

良

冒
盟
.

盟
=

冒盟



谷.暑昌番、号・

(2)収納容器

部位

・収納容器本体

・ 0りング

材料

シール芸

クロージャーナッ

ト

材質

エチレンプロピレン

シブこニンゴム

査記録

リークテストポー

トプラグ

^

・外止めりング

③溶接材料

^

材料番号

^

山^

^

^

^

皿

結果

④キャスタ

ブル耐火物の

硬化後密度

谷、暑号番、号'

部位

^

^

良

備考

良

イ立置

皿

ドラム本体

トッププラグ

良

皿

良

基準

(kg/m'(1b/ft'))

良

^
^

良

硬化後密度

(kg/"气]b/ftり)

良

^
^

結果 備考

別添一17

冨

良
良

■
盟



谷、暑号番、号'

(1)ドラムアセンブリ

部位

ドラム胴体

ドラム胴体のフラ

ンシジ音K

材料r査記録

ドラム内側ライナ

材質

^

・スタッドボノじト

^

ドラム底板

ドラム晝

材料番号

山^

トッププラグ

・キャスタブル耐火

物

■

■

結果

^

・中性子吸収材

良

備考

良

・六角ナット

^

ワッシヤー

アルミナセメント

・シリコンラノ叉ーノ叉

ツド

良

^

・プラスチックプラ

グ

^

良

炭化ホウ素

良

^
^

^

^

良

^

^

良

^

^

良

冒

良

盟

良

皿

良

良

別添一18

良

良

冒
盟
.

冒
=

冒謡



容器番号

②収納容器

部位

・収納容器本体

・0りング

.シーノレ芸:

材料キ、査記録

・クロージャーナッ

ト

材質

エチレンプロピレン

ジエンゴム

リークテストポー

トプラグ

^

・外止めりング

③溶接材料

^

材料番号

^

地^

^

^

^

皿

結果

④キャスタ

ブル耐火物の

硬化後密度

谷.暑呈番、号

部位

^

^

良

備考

良

イ立置

冒

ドラム本体

トッププラグ

良

昌

良

基準

(kg/mxlb/ftり)

良

^
^

良

硬化後密度

(kg/"×1b/ff))

良

^
^

結果 備考

別添一19

冨

良
良

■
冒



谷,暑号番、号'

(D ドラムアセンブリ

部位

ドラム胴体

ドラム胴体のフラ

ンジ音仔

材料於査記録

ドラム内側ライナ

材質

^

・スタッドボノレト

^

ドラム底板

・ドラム去

材料番号

山^

トッププラグ

・キャスタブル耐火

物

■

■

結果

^

中性子吸収材

良

備考

良

・六角ナット

^

ワッシヤー

アルミナセメント

・シリコンラノ叉ーノく

ツド

良

^

・プラスチックプラ

グ

^

良

炭化ホウ素

良

^
^

^

^

良

^

^

良

^

^

良

邑

良

風

良

冒

良

良

別添一20

良

良

冒
冨
.

躍
圭

冒盟



谷.暑呈番、号'

②収納容器

部位

・収納容器本体

・0りング

シーノレ芸;

材料

クロージャーナッ

ト

材質

エチレンプロピレン

ジェンニゴム

査記録

リークテストポー

トプラグ

^

・外止めりング

③溶接材料

^

材料番号

^

山^

^

^

^

亜

④キャスタ

ブル耐火物の

硬化後密度

結果

谷、暑昌稲、号'

部位

^

^

良

備考

良

イι置

亜

ドラム本体

トッププラグ

良

皿

良

基準

(kg/m气]b/ftり)

良

^
^

良

硬化後密度

(kg/.'(1b/ftり)

良

^
^

結果 備考

別添一21

冨

良
良

冒
=



谷、暑邑番、号'

(D ドラムアセンブリ

部位

ドラム胴体

ドラム胴体のフラ

ンt>音仔

材料検査記録

ドラム内側ライナ

材質

^

・スタッドボノレト

^

ドラム底板

・ドラム去

材料番号

聖^

トッププラグ

・キャスタブル耐火

物

■

■

結果

・中性子吸収材

^

良

備考

・六角ナット

良

^

・ワッシヤー

.シリコンラノ叉ーノく

ツド

アルミナセメント

良

・プラスチックプラ

グ

^

^
炭化ホウ素

良

^
^

良

^

^

良

^

良

^

^

良

皿

良

皿

良

画

良

良

良

別添一22

良

冒
=
.

謡
盟

冒冒



谷,暑昌番、号'

(2)収納容器

部位

・収納容器本体

・0りング

.シーノレ茎:

材料r査記録

・クロージャーナッ

ト

材質

エチレンプロピレン

こ>エ、ンゴム

リークテストポー

トプラグ

^

・外止めりング

(3)溶接材料

^

材料番号

^

山^

^

^

^

亜

結果

④キャスタ

ブル耐火物の

硬化後密度

谷、暑呈番、号

部位

^

^

良

備考

良

イ立置

皿

ドラム本体

トッププラグ

良

皿

良

基準

(kg/mxlb/ff))

良

^
^

良

硬化後密度

(kg/が(1b/ff))

良

^
^

結果 備考

別添一23

冨

良
良

■
謡



埜手暑呈番、号'

(D ドラムアセンブリ

部位

ドラム胴体

・ドラム胴体のフラ

ンこ>音"

材料於査記録

ドラム内側ライナ

材質

^

・スタッドボノレト

^

ドラム底板

ドラム芸

材料番号

塑^

トッププラグ

・キャスタブル耐火

物

■

■

結果

^

・中性子吸収材

良

備考

良

^

・六角ナット

ワッシヤー

アルミナセメント

.シリコンラノ弌ーノく

ツド

良

^

・プラスチックプラ

グ

^

良

炭化ホウ素

良

^
^

^
^
^

^

良

^

良

^

^

良

邑

良

冒

良

冒

良

良

別添一24

良

良

冒
盟
.

盟
=

冒冒



宅予暑呈番、号'

②収納容器

部位

・収納容器本体

・0りング

・シーノレ蓋1

材料於査記録

・クロージャーナッ

ト

材質

エチレンプロピレン

こ>エ、ンゴム

リークテストポー

トプラグ

^

・外止めりング

③溶接材料

^

材料番号

^

聖^

^

^

^

皿

結果

(4)キャスタ

ブル耐火物の

硬化後密度

谷・暑呈番、号'

部位

^

^

良

備考

良

イ立置

皿

ドラム本体

トッププラグ

良

皿

良

基準

(kg/mxlb/ftり)

良

^
^

良

硬化後密度

(kg/mxlb/ff))

良

^
^

結果 備考

別添一25

冨

良
良

■
盟



谷,暑呈番、号'

a)ドラムアセンブリ

部位

ドラム胴体

ドラム胴体のフラ

ンこジ音K

材料検査記録

ドラム内側ライナ

材質

^

・スタッドボノレト

^

ドラム底板

ドラム蓋

材料番号

塑^

トッププラグ

・キャスタブル耐火

物

■

^

結果

中性子吸収材

^

良

備考

・六角ナット

良

^

ワッシヤー

.シリコンラノ弌ーノ弌

ツド

アルミナセメント

良

・プラスチックプラ

グ

^

^
炭化ホウ素

良

^
^

良

^

^

良

^

良

^

^

良

■

良

厘

良

■

良

良

良

別添一26

良

冒
=
.

盟
=

冒冒



谷,暑呈番、号・

(2)収納容器

部位

・収納容器本体

・0りング

.シーノレ美:

材料キ、査記録

・クロージャーナッ

ト

材質

エチレンプロピレン

ジエンゴム

リークテストポー

トプラグ

^

・外止めりング

③溶接材料

^

材料番号

^

塑^

^

^

^

亜

結果

④キャスタ

ブル耐火物の

硬化後密度

谷暑呈稲、号'

部位

^

^

良

備考

良

イ立置

里

ドラム本体

トッププラグ

良

冒

良

基準

(kg/m'(1b/ftり)

良

^
^

良

硬化後密度

(kg/mxlb/ff))

良

^
^

結果 備考

別添一27

一
昌

良
良

謡
■



谷.暑号番、号・

(1)ドラムアセンブリ

部位

ドラム胴体

ドラム胴体のフラ

ンこ>音Ⅱ

材料検査記録

ドラム内側ライナ

材質

^

・スタッドボノレト

^

ドラム底板

・ドラム去

材料番号

山^

トッププラグ

・キャスタブル耐火

物

■

■

結果

・中性子吸収材

^

良

備考

・六角ナット

良

^

・ワッシヤー

.シリコンラノ叉ーノく

ツド

アルミナセメント

良

・プラスチックプラ

グ

^

^
炭化ホウ素

良

^
^

良

^

^

良

^

良

^

^

良

里

良

皿

良

昌

良

良

良

別添一28

良

冒
=
.

臣
=

冒冨



谷,暑昌番、号'

(2)収納容器

部位

・収納容器本体

・0りング

・シーノレ芸

材料

・クロージャーナッ

ト

材質

エチレンプロピレン

ジエンゴム

査記録

リークテストポー

トプラグ

^

・外止めりング

③溶接材料

^

材料番号

^

山^

^

^

^

■

結果

④キャスタ

ブル耐火物の

硬化後密度

谷.暑呈番、号・

部位

^

^

良

備考

良

イ立置

盟

ドラム本体

トッププラグ

良

厘

良

基準

(kg/m'(1b/ftり)

良

^
^

良

硬化後密度

(kg/"×1b/ftり)

良

^
^

結果 備考

別添一29

冒
一

良
良

■
冒



谷,暑呈番、号'

(D ドラムアセンブリ

部位

ドラム胴体

ドラム胴体のフラ

ンこ>音β

材料

ドラム内側ライナ

材質

査記録

^

・スタッドボノレト

^

ドラム底板

ドラム晝

材料番号

山^

トッププラク

^

・キャスタブル耐火

物

■

結果

中陛子吸収材

^

良

備考

・六角ナット

良

^

ワッシヤー

.シリコンラノ叉ーノく

ツド

アルミナセメント

良

・プラスチックプラ

グ

^

^
炭化ホウ素

良

^
^

良

^

^

良

^

良

^

^

良

皿

良

冒

良

■

良

良

良

別添一30

良

=
冒
.

冨
=

晋冒



宅デ暑呈番、号'

②収納容器

部位

・収納容器本体

・0りング

・シーノレ芸

材料r査記録

・クロージャーナッ

ト

材質

エチレンプロピレン

ジニエ、ン=i'ム

リークテストポー

トプラグ

^

・外止めりング

(3)溶接材料

^

材料番号

^

塑^

^

^

^

亜

結果

④キャスタ

ブル耐火物の

硬化後密度

容器番号

部位

^

^

良

備考

良

イゾ置

目

ドラム本体

トッププラグ

良

皿

良

基準

(kg/mxlb/ftり)

良

^
^

良

硬化後密度

(kg/m'(1b/ff))

良

^
^

結果 備考

別添一31

巨

良
良

=
冒



谷.暑呈番、号

(D ドラムアセンブリ

部位

ドラム胴体

ドラム胴体のフラ

ンジ音仔

材料

ドラム内側ライナ

材質

査記録

^

・スタッドボノレト

^

ドラム底板

・ドラム芸

材料番号

山^

トッププラグ

^

キャスタブル耐火

物

■

結果

・中性子吸収材

^

良

備考

・六角ナット

良

^

ワッシヤー

・シリコンラノ叉ーノく

ツド

アルミナセメント

良

・プラスチックプラ

グ

^

^
炭化ホウ素

良

^
^

良

^

^

良

^

良

^

^

良

匡

良

■

良

匪

良

良

良

別添一32

良

盟
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謡
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谷,暑呈番、号'

②収納容器

部位

・収納容器本体

・0りング

.シーノレ芸:

材料ネ査記録

クローーこ才ヤ^、ナ、ツ

ト

材質

エチレンプロピレン

ジエンゴム

リークテストポー

トプラグ

^

・外止めりング

③溶接材料

^

材料番号

^

地^

^

^

^

■

結果

(4)キャスタ

ブル耐火物の

硬化後密度

谷・暑邑番、号

部位

^

^

良

備考

良

イゾ置

盟

ドラム本体

トッププラグ

良

皿

良

基準

(kg/"×1b/f1り)

良

^
^

良

硬化後密度

(kg/が(1b/ftり)

良

^
^

結果 備考

別添一33

一
昌

良
良

■
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検査年月日

検査場所

核燃料輸送物製作時検査記録

検査責任者

令和元年ル月'7日

検査対象物

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

高速炉・新型炉研究開発部門大洗研究所

検査項目

検査方法

^型輸送容器

合格基準

1.検査記録

別紙参照

寸法検査

ノ'、y

輸送容器の主要寸法が基準寸法内にあることを、容器製造者の

検査記録で確認する。

令和元年 R月 n e

検査実施者

別添3

15基

2

製作図面に記載されている公差内にあること。

結果

合格

備考

容器番号^及び^のドラム蓋高さは、局所的に基準値を

下回るが、当該寸法は密封性能へ影響を及ぼさないため良とす

る。

容器番号^のシール蓋密封境界部高さは、基準値を下回る

が、気密漏えい検査の結果、密封性能へ影響を及ぼさないため

良とする。

別添一34



谷、暑呈番、号'

部位

寸法於査記録

ドラム外筒

(図 2-1 参照)

計測位置

高さ

(L-1)

ドラム底板

(図 2-2 参照)

内径

qD-D

設計寸法

^

外径

(OD-D

^

ドラム芸

(図 2-3 参照)

地^

内径

(1D-2)

^

公差

^

単位

^

高さ

(L-2)

計測値

^

an.)mm

外径

(OD-2)

^

^

高さ

(L-3)

^

備考

アングル厚さ

(t-D

ドラム内側ライナ

(図 2-4 参照)

^

^

アングル内径

(1D-3)

^

^

上部ライナ深さ

(L-4)

^

中間部ライナ深さ

(L-5)

^

^

中間部ライナ内径

(1D-4)

^

^

^

^

^

高さ

(L-6)

^

下部ライナ高さ

(L-フ)

^

^

^

下部ライナ内径

(1D-5)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一35

^

^

^

=
=
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谷.暑昌稲、号

部位

トッププラグ

(図 2-5 参照)

寸法検査記録

計測位置

高さ

(L-8)

外1茎

(OD-3)

収納容器本体

(図 2-6 参照)

設計寸法

^

高さ

(L-9)

^

フランジ部外径

(OD-4)

山^

^

フランジ部内径

(1D-6)

公差

^

^

単位

円筒部内径

qD-フ)

^

計測値

^

nⅡn

円筒部厚さ

(t-2)

^

(in.)

^

^

内側0

外径

シーノレ去

(図 2-7 参照)

^

^

備考

^

外倶扣

外径

リング部

(OD-5)

^

^

^

リング部

(OD-6)

クロージャーナット

(図 2-8 参照)

^

最大外径

(OD-フ)

^

^

突出部外径

(OD-8)

^

^

^

密封境界部高さ

(L-10)

^

^

治具取付孔中心径

Φ・D

^

^

^

^

治具取付孔径

Φ一2)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一36

^



谷.暑呈番、号'

部位

寸法

ドラム外筒

(図 2-1 参照)

計測位置

査記録

高さ

(L-1)

ドラム底板

(図 2-2 参照)

内径

qD-1)

設計寸法

^

外径

(OD-D

^

ドラム芸

(図 2-3 参照)

聖^

内径

(1D-2)

^

公差

^

単位

^

高さ

(L-2)

計測値

^

n血

外径

(OD-2)

^

(in.)

^

^

高さ

(L-3)

備考

アングル厚さ

(t-D

ドラム内側ライナ

(図 2-4 参照)

^

^

アングル内径

(1D-3)

^

^

上部ライナ深さ

(L-4)

^

中問部ライナ深さ

(L-5)

^

^

中間部ライナ内径

(1D-4)

^

^

^

^

高さ

(L-6)

^

下部ライナ高さ

(L-フ)

^

^

下部ライナ内径

(1D-5)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一37

^

^

^

^
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谷,暑昌番、号'

部位

トッププラグ

(図 2-5 参照)

寸法

計測位置

査記録

高さ

(L-8)

外1茎

(OD-3)

収納容器本体

(図 2-6 参照)

設計寸法

^

高さ

(L-9)

^

フランジ部外径

(OD-4)

山^

^

フランジ部内径

(1D-6)

公差

^

^

単位

円筒部内径

(1D-フ)

^

計測値

^

n血

円筒部厚さ

(t-2)

^

(in.)

^

^

内倶扣

外径

シーノレ主:

(図 2-7 参照)

^

^

備考

^

外倶ル

外径

リング部

(OD-5)

^

^

^

クロージャーナット

(図 2-8 参照)

リング部

(OD-6)

^

最大外径

(OD-フ)

^

^

突出部外径

(OD-8)

^

^

^

密封境界部高さ

(L-1の

^

^

治具取付孔中心径

Φ一D

^

^

^

^

治具取付孔径

Φ一2)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一38

^



谷.暑呈番、号'

部位

寸法r査記録

ドラム外筒

(図 2-1 参照)

計測位置

高さ

(L-D

ドラム底板

(図 2-2 参照)

内径

(1D-1)

設計寸法

^

外径

(OD-D

^

ドラム芸

(図 2-3 参照)

塑^

内径

(1D-2)

^

公差

^

単位

^

高さ

(L-2)

計測値

^

n血

外径

(OD-2)

^

(in.)

^

高さ

(上一3)

^

備考

アングル厚さ

(t-1)

ドラム内側ライナ

(図 2-4 参照)

^

^

アングル内径

qD-3)

^

^

上部ライナ深さ

(L-4)

^

中間部ライナ深さ

(L-5)

^

^

中間部ライナ内径

(1D-4)

^

^

^

^

^

高さ

(L-6)

^

下部ライナ高さ

(L-フ)

^

^

^

下部ライナ内径

(1D-5)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一39
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谷,暑昌番、号・

部位

トッププラグ

(図 2-5 参照)

寸法於査記録

計測位置

高さ

(L-8)

外1呈

(OD-3)

収納容器本体

(図 2-6 参照)

設計寸法

^

高さ

(L-9)

^

フランジ部外径

(OD-4)

山^

^

フランジ部内径

(1D-6)

公差

^

^

単位

円筒部内径

(1D-フ)

^

計測値

^

n血

円筒部厚さ

(t-2)

^

(in.)

^

^

内倶ゆ

外径

^

(図 2-7 参照)

^

備考

^

外倶円

外径

リング部

(OD-5)

^

^

^

クロージャーナット

(図 2-8 参照)

リング部

(OD-6)

^

最大外径

(OD-フ)

^

^

突出部外径

(OD-8)

^

^

^

密封境界部高さ

(L-1の

^

^

治具取付孔中心径

①一D

^

^

^

^

治具取付孔径

Φ一2)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一40

^
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谷・暑呈番、号

部位

寸法

ドラム外筒

(図 2-1 参照)

計測位置

査記録

高さ

(L-D

ドラム底板

(図 2-2 参1動

内径

(1D-D

設計寸法

^

外径

(OD-1)

^

ドラム芸

(図 2-3 参照)

山^

内径

qD-2)

^

公差

^

単位

^

高さ

(L-2)

計測値

^

(in.)n血

外径

(OD-2)

^

^

高さ

(L-3)

^

備考

アングル厚さ

(t-D

ドラム内側ライナ

(図 2-4参照)

^

^

アングル内径

(1D-3)

^

^

上部ライナ深さ

(L-4)

^

中間部ライナ深さ

(L-5)

^

^

中間部ライナ内径

(1D-4)

^

^

^

^

^

高さ

(L-6)

^

下部ライナ高さ

(L-フ)

^

^

^

下部ライナ内径

(1D-5)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一41

^

^

^
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谷・暑昌番、号'

部位

トッププラグ

(図 2-5 参照)

寸法

計測位置

査記録

高さ

(L-8)

外1丕

(OD-3)

収納容器本体

(図 2-6 参照)

設計寸法

^

高さ

(L-9)

^

フランジ部外径

(OD-4)

山^

^

フランジ部内径

(1D-6)

公差

^

^

単位

円筒部内径

qD-フ)

^

計測値

^

(in.)mm

円筒部厚さ

(t-2)

^

^

^

内倶円

外径

シーノレ去'

(図 2-7 参照)

^

^

備考

^

外倶扣

外径

リング部

(OD-5)

^

^

^

クロージャーナット

(図 2-8 参照)

リング部

(OD-6)

^

最大外径

(OD-フ)

^

^

突出部外径

(OD-8)

^

^

^

密封境界部高さ

(L-1の

^

^

治具取付孔中心径

①一D

^

^

^

^

治具取付孔径

Φ一2)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一42

^



谷.暑号番、号'

部位

寸法

ドラム外筒

(図 2-1参照)

計測位置

査記録

高さ

(L-1)

ドラム底板

(図 2-2 参照)

内1茎

(1D-1)

設計寸法

^

外1茎

(OD-D

^

ドラム去

(図 2-3 参照)

山^

内径

(1D-2)

^

公差

^

単位

^

高さ

(L-2)

計測値

^

(in.)n血

外径

(OD-2)

^

^

^

高さ

(上一3)

備考

アングル厚さ

(t-D

ドラム内側ライナ

(図 2-4 参照)

^

^

アングル内径

(1D-3)

^

^

上部ライナ深さ

(上一4)

^

中間部ライナ深さ

(L-5)

^

^

中間部ライナ内径

(1D-4)

^

^

^

^

高さ

(L-6)

^

下部ライナ高さ

(L-フ)

^

^

^

下部ライナ内径

(1D-5)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一43

^
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宕t暑呈稲、号・

部位

トッププラグ

(図 2-5 参照)

寸法

計測位置

査記録

高さ

(L-8)

外径

(OD-3)

収納容器本体

(図 2-6 参照)

設計寸法

^

高さ

(L-9)

^

フランジ部外径

(OD-4)

塑^

^

フランジ部内径

(1D-6)

公差

^

^

単位

円筒部内径

(1D-フ)

^

計測値

^

n血

円筒部厚さ

(t-2)

^

(in.)

^

^

内側0

外径

シーノレ去

(図 2-7 参照)

^

^

備考

^

外倶扣

外径

リング部

(OD-5)

^

^

^

リング部

(OD-6)

クロージャーナット

(図 2-8 参照)

^

最大外径

(OD-フ)

^

^

突出部外径

(OD-8)

^

^

^

密封境界部高さ

(L-10)

^

^

治具取付孔中心径

Φ・D

^

^

^

^

治具取付孔径

①一2)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一44

^



谷、暑昌番、号'

部位

寸法於査記録

ドラム外筒

(図 2-1 参照)

計測位置

高さ

(L-1)

ドラム底板

(図 2-2 参照)

内径

(1D-1)

設計寸法

^

外1茎

(OD-1)

^

ドラム芸

(図 2-3 参照)

山^

内径

(1D-2)

^

公差

^

単位

^

高さ

(L-2)

計測値

^

mm

外径

(OD-2)

^

(in.)

^

高さ

(L-3)

^

備考

アングル厚さ

(t-1)

ドラム内側ライナ

(図 2-4 参照)

^

^

アングル内径

(1D-3)

^

^

上部ライナ深さ

(L-4)

^

中間部ライナ深さ

(L-5)

^

^

中間部ライナ内径

(1D-4)

^

^

^

^

^

高さ

(L-6)

^

下部ライナ高さ

(L-フ)

^

^

^

下部ライナ内径

(1D-5)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一45

^
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谷、暑昌番、号'

部位

トッププラグ

(図 2-5 参照)

寸法

計測位置

査記録

高さ

(L-8)

外径

(OD-3)

収納容器本体

(図 2-6 参照)

設計寸法

^

高さ

(L-9)

^

フランジ部外径

(OD-4)

山^

^

フランジ部内径

(1D-6)

公差

^

^

単位

円筒部内径

(1D-フ)

^

計測値

^

(in.)nⅡ11

円筒部厚さ

(t-2)

^

^

^

内側0

外径

シーノレ去'

(図 2-7 参照)

^

^

備考

^

外倶扣

外径

リング部

(OD-5)

^

^

^

リング部

(OD-6)

クロージャーナット

(図 2-8 参照)

^

最大外径

(OD-フ)

^

^

突出部外径

(OD-8)

^

^

^

密封境界部高さ

(L-1の

^

^

治具取付孔中心径

Φ・D

^

^

^

^

治具取付孔径

Φ一2)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一46

^



谷、暑呈番、号'

部位

寸法検査記録

ドラム外筒

(図 2-1 参照)

計測位置

高さ

(L-D

ドラム底板

(図 2-2 参照)

内径

(1D-D

設計寸法

^

外径

(OD-D

^

ドラム霊

(図 2-3 参照)

山^

内径

(1D-2)

^

公差

^

単位

^

高さ

(L-2)

計測値

^

mm

外径

(OD-2)

^

( in.)

^

高さ

(L-3)

^

備考

アングル厚さ

(t-1)

ドラム内側ライナ

(図 2-4参照)

^

^

アングル内径

(1D-3)

^

^

上部ライナ深さ

(L-4)

^

中間部ライナ深さ

(L-5)

^

^

中間部ライナ内径

qD-4)

^

^

^

^

^

高さ

(L-6)

^

下部ライナ高さ

(上一フ)

^

^

^

下部ライナ内径

(1D-5)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一47

^

^

^
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谷.暑呈番、号

部位

トッププラグ

(図 2-5 参照)

寸法検査記録

計測位置

高さ

(L-8)

外径

(OD-3)

収納容器本体

(図 2-6 参照)

設計寸法

^

高さ

(L-9)

^

フランジ部外径

(OD-4)

聖^

^

フランジ部内径

qD一田

公差

^

^

単位

円筒部内径

(1D-フ)

^

計測値

^

n血

円筒部厚さ

(t-2)

^

(in.)

^

^

内倶扣

外径

シーノレ去

(図 2-7 参照)

^

^

備考

^

外倶扣

外径

リング部

(OD-5)

^

^

^

クロージャーナット

(図 2-8 参照)

リング部

(OD-6)

^

最大外径

(OD-フ)

^

^

突出部外径

(OD-8)

^

^

^

密封境界部高さ

(L-1の

^

^

治具取付孔中心径

Φ一D

^

^

^

^

治具取付孔径

①一2)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一48

^



谷、暑号番、号'

部位

寸法於査記録

ドラム外筒

(図 2-1 参照)

計測位置

高さ

(L-D

ドラム底板

(図 2-2 参照)

内径

(1D-1)

設計寸法

^

外径

(OD-D

^

ドラム菫

(図 2-3 参照)

地^

内径

(1D-2)

^

公差

^

単位

^

高さ

(L-2)

計測値

^

則n

外径

(OD-2)

^

(in.)

^

高さ

(L-3)

^

備考

アングル厚さ

(t-D

ドラム内側ライナ

(図 2-4 参R動

^

^

アングル内径

(1D-3)

^

^

上部ライナ深さ

(L-4)

^

中間部ライナ深さ

(L-5)

^

^

中間部ライナ内径

(1D-4)

^

^

^

^

^

高さ

(L一の

^

下部ライナ高さ

(L-フ)

^

^

^

下部ライナ内径

(1D-5)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一49

^

^

^
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谷,暑呈番、号'

部位

トッププラグ

(図 2-5 参照)

寸法

計測位置

査記録

高さ

(L-8)

外1茎

(OD-3)

収納容器本体

(図 2-6 参照)

設計寸法

^

高さ

(L-9)

^

フランジ部外径

(OD-4)

地^

^

フランジ部内径

qD-6)

公差

^

^

単位

円筒部内径

(1D-フ)

^

計測値

^

nm

円筒部厚さ

(t-2)

^

(in.)

^

^

内倶円

外径

シーノレ芸

(図 2-7 参照)

^

^

備考

^

外側0

外径

リング部

(OD-5)

^

^

^

クロージャーナット

(図 2-8 参照)

リング部

(OD-6)

^

最大外径

(OD-フ)

^

^

突出部外径

(OD-8)

^

^

^

密封境界部高さ

(L-10)

^

^

治具取付孔中心径

Φ一1)

^

^

^

^

治具取付孔径

Φ一2)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一50

^



ネ子暑昌番、号'

部位

寸法キ、査記録

ドラム外筒

(図 2-1 参照)

計測位置

高さ

(L-D

ドラム底板

(図 2-2 参照)

内径

(1D-1)

設計寸法

^

外径

(OD-D

^

ドラム芸

(図 2-3 参照)

地^

内径

(1D-2)

^

公差

^

単位

^

高さ

(L-2)

計測値

^

n血

外径

(OD-2)

^

(in.)

^

高さ

(L-3)

^

備考

アングル厚さ

(t-D

ドラム内側ライナ

(図 2-4参照)

^

^

ア、ングル内径

(1D-3)

^

^

上部ライナ深さ

(L-4)

^

中間部ライナ深さ

(L-5)

^

^

中間部ライナ内径

qD-4)

^

^

^

^

^

高さ

(L-6)

^

下部ライナ高さ

(L-フ)

^

^

^

下部ライナ内径

(1D-5)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一51

^

^

^
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谷、暑呈番、号'

部位

トッププラグ

(図 2-5 参照)

寸法検査記録

計測位置

高さ

(L-8)

外径

(OD-3)

収納容器本体

(図 2-6 参照)

設計寸法

^

高さ

(L-9)

^

フランジ部外径

(OD-4)

聖^

^

フランジ部内径

(1D-6)

公差

^

^

単位

円筒部内径

(1D-フ)

^

計測値

^

nⅡn

円筒部厚さ

(t-2)

^

(in.)

^

^

内側0

外径

シーノレ去

(図 2-7 参照)

^

^

備考

^

外倒扣

外径

リング部

(OD-5)

^

^

^

クロージャーナット

(図 2-8 参照)

リング部

(OD-6)

^

最大外径

(OD-フ)

^

^

突出部外径

(OD-8)

^

^

^

密封境界部高さ

(L-10)

^

^

治具取付孔中心径

①一1)

^

^

^

^

治具取付孔径

Φ一2)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一52

^



谷,暑昌番、号'

部位

寸法キ、査記録

ドラム外筒

(図 2-1 参照)

計測位置

高さ

(L-D

ドラム底板

(図 2-2 参照)

内径

qD-1)

設計寸法

^

外径

(OD-1)

^

ドラム去

(図 2-3 参照)

坐^

内径

qD-2)

^

公差

^

単位

^

高さ

(上一2)

計測値

^

n血

外径

(OD-2)

^

(in.)

^

高さ

(L-3)

^

備考

アングル厚さ

(t-D

ドラム内側ライナ

(図 2-4参照)

^

^

アングル内径

(1D-3)

^

^

上部ライナ深さ

(L-4)

^

中間部ライナ深さ

(L-5)

^

^

中間部ライナ内径

(1D-4)

^

^

^

^

^

高さ

(L-6)

^

下部ライナ高さ

(L-フ)

^

^

^

下部ライナ内径

(1D-5)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一53

^

^

^
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谷,暑号番、号

部位

トッププラグ

(図 2-5 参照)

寸法

計測位置

査記録

高さ

(L-8)

外1呈

(OD-3)

収納容器本体

(図 2-6 参照)

設計寸法

^

高さ

(L-9)

^

フランジ部外径

(OD-4)

地^

^

フランジ部内径

(1D-6)

公差

^

^

単位

円筒部内径

(1D-フ)

^

計測値

^

nm

円筒部厚さ

(t-2)

^

(in.)

^

^

内倶扣

外径

シーノレ去'

(図 2-7 参照)

^

^

備考

^

外倶扣

外径

リング部

(OD-5)

^

^

^

クロージャーナット

(図 2-8 参照)

リング部

(OD-6)

^

最大外径

(OD-フ)

^

^

突出音"外径

(OD-8)

^

^

^

密封境界部高さ

(L-1の

^

^

治具取付孔中心径

Φ一D

^

^

^

^

治具取付孔径

Φ・2)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一54

^



谷,暑号番、号'

部位

寸法検査記録

ドラム外筒

(図 2-1 参照)

計測位置

高さ

(L-D

ドラム底板

(図 2-2 参照)

内径

(1D-1)

設計寸法

^

外径

(OD-1)

^

ドラム芸

(図 2-3 参照)

山^

内径

(1D-2)

^

公差

^

単位

^

高さ

(L-2)

計測値

^

(in.)n血

外径

(OD-2)

^

^

高さ

(L-3)

^

備考

アングル厚さ

(t-D

ドラム内側ライナ

(図 2-4参照)

^

^

アングル内径

(1D-3)

^

^

上部ライナ深さ

(L-4)

^

中間部ライナ深さ

(L-5)

^

^

中間部ライナ内径

(1D-4)

^

^

^

^

^

高さ

(L-6)

^

下部ライナ高さ

(L-フ)

^

^

^

下部ライナ内径

(1D-5)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一55

^

^

^
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谷、暑暑番、号

部位

トッププラグ

(図 2-5 参照)

寸法

計測位置

査記録

高さ

(L-8)

外径

(OD-3)

収納容器本体

(図 2-6 参照)

設計寸法

^

高さ

(L-9)

^

フランジ部外径

(OD-4)

塑^

^

フランジ部内径

(1D-6)

公差

^

^

単位

円筒部内径

(1D-フ)

^

計測値

^

(in.)n血

円筒部厚さ

(t-2)

^

^

^

内倶扣

外径

シーノレ去'

(図 2-7 参照)

^

^

備考

^

外倶円

外径

リング部

(OD-5)

^

^

^

クロ、一三>ヤーーサ、ツト

(図 2-8 参照)

リング部

(OD-6)

^

最大外径

(OD-フ)

^

^

突出部外径

(OD-8)

^

^

^

密封境界部高さ

(L-1の

^

^

治具取付孔中心径

①一D

^

^

^

^

治具取付孔径

Φ一2)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一56

^



ネ宇暑昌番、号'

部位

寸法キ査記録

ドラム外筒

(図 2-1 参照)

計測位置

高さ

(L-D

ドラム底板

(図 2-2 参照)

内径

qD-D

設計寸法

^

外径

(OD-D

^

ドラム芸

(図 2-3 参照)

匝^

内径

(1D-2)

^

公差

^

単位

^

高さ

(L-2)

計測値

^

mm

外径

(OD-2)

^

(in.)

^

高さ

(L-3)

^

備考

アングル厚さ

(t-D

ドラム内側ライナ

(図 2-4 参§動

^

^

アングル内径

(1D-3)

^

^

上部ライナ深さ

(L-4)

^

中間部ライナ深さ

(L-5)

^

^

中間部ライナ内径

qD-4)

^

^

^

^

^

高さ

(L-6)

^

下部ライナ高さ

(L-フ)

^

^

^

下部ライナ内径

(1D-5)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一57

^

^

^
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谷・暑昌番、号

部位

トッププラグ

(図 2-5 参照)

寸法

計測位置

査記録

高さ

(L-8)

外径

(OD-3)

収納容器本体

(図 2-6 参照)

設計寸法

^

高さ

(L-9)

^

フランジ部外径

(OD-4)

山^

^

フランジ部内径

(1D-6)

公差

^

^

単位

円筒部内径

(1D-フ)

^

計測値

^

(in.)n血

円筒部厚さ

(t-2)

^

^

^

内倶扣

外径

シーノレ去'

(図 2-7 参照)

^

^

備考

^

外倶扣

外径

リング部

(OD-5)

^

^

^

リング部

(OD-6)

クロージャーナット

(図 2-8 参照)

^

最大外1茎

(OD-フ)

^

^

突出部外径

(OD-8)

^

^

^

密封境界部高さ

(L-10)

^

^

治具取付孔中心径

①・D

^

^

^

^

治具取付孔径

Φ一2)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一58

^



谷,暑号番、号

部位

寸法キ、査記録

ドラム外筒

(図 2-1 参照)

計測位置

高さ

(L-1)

ドラム底板

(図 2-2 参照)

内径

(1D-1)

設計寸法

^

外径

(OD-D

^

ドラム芸

(図 2-3 参照)

聖^

内径

(1D-2)

^

公差

^

単位

^

高さ

(L-2)

計測値

^

nm

外径

(OD-2)

^

(in.)

^

高さ

(L-3)

^

備考

アングル厚さ

(t-D

ドラム内側ライナ

(図 2-4 参照)

^

^

アングル内径

qD-3)

^

^

上部ライナ深さ

(L-4)

^

中間部ライナ深さ

(L-5)

^

^

中間部ライナ内径

(1D-4)

^

^

^

^

^

高さ

(L-6)

^

下部ライナ高さ

(L-フ)

^

^

^

下部ライナ内径

(1D-5)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一59

^

^

^
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谷.暑昌番、号'

部位

トッププラグ

(図 2-5 参照)

寸法検査記録

計測位置

高さ

(L-8)

外径

(OD-3)

収納容器本体

(図 2-6 参照)

設計寸法

^

高さ

(L-9)

^

フランジ部外径

(OD-4)

山^

^

フランジ部内径

(1D-6)

公差

^

^

単位

円筒部内径

(1D-フ)

^

計測値

^

n血

円筒部厚さ

(t-2)

^

(in.)

^

^

内倶円

外径

シーノレ去

(図 2-7 参照)

^

^

備考

^

外倶扣

外径

リング部

(OD-5)

^

^

^

クロージャーナット

(図 2-8 参照)

リング部

(OD-6)

^

最大外径

(OD-フ)

^

^

突出部外径

(OD-8)

^

^

^

密封境界部高さ

(L-1の

^

^

治具取付孔中心径

Φ・D

^

^

^

^

治具取付孔径

Φ一2)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一60

^



谷.暑昌番、号'

部位

寸法

ドラム外筒

(図 2-1 参照)

計測位置

査記録

高さ

(L-D

ドラム底板

(図 2-2 参照)

内径

(1D-D

設計寸法

^

外径

(OD-D

^

ドラム去

(図 2-3 参照)

塑^

内径

(1D-2)

^

公差

^

単位

^

高さ

(L-2)

計測値

^

n血

外径

(OD-2)

^

( in.)

^

高さ

(L-3)

^

備考

アングル厚さ

(t-D

ドラム内側ライナ

(図 2-4 参照)

^

^

アングル内径

(1D-3)

^

^

上部ライナ深さ

(L-4)

^

中間部ライナ深さ

(L-5)

^

^

中間部ライナ内径

(1D-4)

^

^

^

^

^

高さ

(L-6)

^

下部ライナ高さ

(L-フ)

^

^

^

下部ライナ内径

(1D-5)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一61

^

^
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谷,暑呈番、号'

部位

トッププラグ

(図 2-5 参照)

寸法杙査記録

計測位置

高さ

(L-8)

外径

(OD-3)

収納容器本体

(図 2-6 参照)

設計寸法

^

高さ

(L-9)

^

フランジ部外径

(OD-4)

山^

^

フランジ部内径

qD-6)

公差

^

^

単位

円筒部内径

(1D-フ)

^

計測値

^

(in.)n血

円筒部厚さ

(t-2)

^

^

^

内倶扣

外径

シーノレ去'

(図 2-7 参照)

^

^

備考

^

外倶円

外径

リング部

(OD-5)

^

^

^

クロージャーナット

(図 2-8 参照)

リング部

(OD-6)

^

最大外径

(OD-フ)

^

^

突出部外径

(OD-8)

^

^

^

密封境界部高さ

(L-10)

^

^

治具取付孔中心径

Φ・D

^

^

^

^

治具取付孔径

Φ一2)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一62
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谷.暑昌番、号'

部位

寸法キ、査記録

ドラム外筒

(図 2-1 参照)

計測位置

高さ

(L-1)

ドラム底板

(図 2-2 参照)

内径

(1D-1)

設計寸法

^

外径

(OD-D

^

ドラム去

(図 2-3 参照)

匝^

内1呈

(1D-2)

^

公差

^

単位

^

高さ

(L-2)

計測値

^

n血

外径

(OD-2)

^

an.)

^

高さ

(L-3)

^

備考

アングル厚さ

(t-1)

ドラム内側ライナ

(図 2-4 参照)

^

^

アングル内径

qD-3)

^

^

上部ライナ深さ

(L-4)

^

中間部ライナ深さ

(L-5)

^

^

中間部ライナ内径

(1D-4)

^

^

^

^

^

高さ

(上一6)

^

下部ライナ高さ

(上一フ)

^

^

^

下部ライナ内径

(1D-5)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

別添一63
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埜予暑昌番、号'

部位

トッププラグ

(図 2-5 参照)

寸法検査記録

計測位置

高さ

(L-8)

外1呈

(OD-3)

収納容器本体

(図 2-6 参照)

設計寸法

^

高さ

(L-9)

^

フランジ部外径

(OD-4)

山^

^

フランジ部内径

(1D-6)

公差

^

^

単位

円筒部内径

(1D-フ)

^

計測値

^

(in.)mm

円筒部厚さ

(t-2)

^

^

^

内倶扣

外径

^

(図 2-7 参照)

^

備考

^

外倶扣

外径

リング部

(OD-5)

^

^

^

クロージャーナット

(図 2-8 参照)

リング部

(OD-6)

^

最大外径

(OD-フ)

^

^

突出部外径

(OD-8)

^

^

^

密封境界部高さ

(L-10)

^

^

治具取付孔中心径

①・D

^

^

^

^

治具取付孔径

Φ一2)

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^'

^

^

^

別添一64
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シーノレ去



拾1縫「西

(堰式§小工)図劇週亘ホ則箔蝉ヤエ図



図2-2 寸法検査計測位置図(ドラム底板)
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ト中1縫戻

(柵A小工)図胆週亘ホ則廻蝉ヤ千N図



図2-4 寸法検査計測位置図(ドラム内側ライナ)
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図275 寸法検査計測位置図(トッププラグ)

別添一69



図2-6 寸法検査計測位置図(収納容器本体)
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図2-7 寸法検査計測位置図(シール蓋)
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図2-8 寸法、査ヨ"則位置図(クロージャーナット)

別添一72



検査年月日

検査場所

核燃料'輸送物製作時検査記録

検査責任者

検査対象物

令和元年/0月ワ日

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

高速炉・新型炉研究開発部門大洗研究所

検査項目

検査方法

^車兪送:容暑昌

合格基準

1.検査記録

別紙参照

溶接検査

ノ'、.ノ

輸送容器の主要な溶接部の検査結果を、容器製造者の検査記録

で確認する。

令和元年八月ん日

検査実施者

有害な傷、割れ等がなく、形状に異常な欠陥がないこと。

1 5基

2 結果

合格

イ茄考

別添一73



谷・暑呈番、号' 部位

溶接

ドラムアセンブリ

(図 3-1及び

図 3-2 参照)

査記録(ν8)

NO.1

溶接位置

ドラム内側ライナ

NO.2

収納容器

(図 3-3 及び

図 3-4参照)

ドラム内側ライナ

NO.3 ドラム内側ライナ

山^

NO.4

結果

ドラム蓋と補強りング

ドラムアセンブリ

(図 3-1及び

図 3-2 参照)

NO.5

良

備考

シール蓋と閉止栓

良

NO.1 ドラム内側ライナ

良

NO.2

収納容器

(図 3-3 及び

図 3-4 参R引

ドラム内側ライナ

良

NO.3 ドラム内側ライナ

良

NO.4 ドラム蓋と補強りング

良

NO.5 シール蓋と閉止栓

良

良

良

良
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谷,暑呈番、号' 部位

溶接

ドラムアセンブリ

(図 3-1 及び

図 3-2 参照)

査記録(2/8)

NO.1

溶接位置

ドラム内側ライナ

NO.2

収納容器

(図 3-3 及び

図 3-4 参照)

ドラム内側ライナ

NO.3 ドラム内側ライナ

山^

NO.4

結果

ドラム蓋と補強りング

ドラムアセンブリ

(図 3-1 及び

図 3-2参照)

NO.5

良

備考

シール蓋と閉止栓

良

NO.1 ドラム内側ライナ

良

NO.2

収納容器

(図 3-3 及び

図 3-4参照)

ドラム内側ライナ

良

NO.3 ドラム内側ライナ

NO.4

良

ドラム蓋と補強りング

NO.5

良

シール蓋と閉止栓

良

良

良

良

別添一75



谷.暑呈番、号' 部位

溶接検査記録(3/8)

ドラムアセンブリ

(図 3-1及び

図 3-2 参照)

NO.1

溶接位置

ドラム内側ライナ

NO.2

収納容器

(図 3-3 及び

図 3-4 参照)

ドラム内側ライナ

NO.3 ドラム内側ライナ

塑^

NO.4

結果

ドラム蓋と補強りング

ドラムアセンブリ

(図 3-1 及び

図 3-2 参照)

良

NO.5

備考

シール蓋と閉止栓

良

NO.1 ドラム内側ライナ

良

NO.2

収納容器

(図 3-3 及び

図 3-4 参照)

ドラム内側ライナ

良

NO.3 ドラム内側ライナ

NO.4

良

ドラム蓋と補強りング

NO.5

良

シーノレ蓋と閉止栓

良

良

良

良

別添一76



谷.暑呈番、号' 部位

溶接

ドラムアセンブリ

(図 3-1 及び

図 3-2 参照)

査記録(4/8)

NO.1

溶接位置

ドラム内側ライナ

NO.2

収納容器

(図 3-3 及び

図 3-4参照)

ドラム内側ライナ

NO.3 ドラム内側ライナ

地^

NO.4

結果

ドラム蓋と補強りング

ドラムアセンブリ

(図 3-1 及び

図 3-2 参照)

NO.5

良

備考

シール蓋と閉止栓

良

NO.1 ドラム内側ライナ

良

NO.2

収納容器

(図 3-3 及び

図 3-4参照)

ドラム内側ライナ

良

NO.3 ドラム内側ライナ

NO.4

良

ドラム蓋と補強りング

NO.5

良

シール蓋と閉止栓

良

良

良

良

別添一フフ



谷.暑邑番、号' 部位

溶接於査記録(5/8)

ドラムアセンブリ

(図 3-1 及び

図 3-2 参照)

NO.1

溶接位置

ドラム内側ライナ

NO.2

収納容器

(図 3-3 及び

図 3-4参照)

ドラム内側ライナ

NO.3 ドラム内側ライナ

山^

NO.4

結果

ドラム蓋と補強りング

ドラムアセンブリ

(図 3-1及び

図 3-2 参照)

NO.5

良

備考

シール蓋と閉止栓

良

NO.1 ドラム内側ライナ

良

NO.2

収納容器

(図 3-3 及び

図 3-4参照)

ドラム内側ライナ

良

NO.3 ドラム内側ライナ

NO.4

良

ドラム蓋と補強りング

NO.5

良

シール蓋と閉止栓

良

良

良

良

別添一78



容器番号 部位

溶接

ドラムアセンブリ

(図 3-1及び

図 3-2 参照)

査記録(6/8)

NO.1

溶接位置

ドラム内側ライナ

NO.2

収納容器

(図 3-3 及び

図 3-4参照)

ドラム内側ライナ

NO.3 ドラム内側ライナ

山^

NO.4

結果

ドラム蓋と補強りング

ドラムアセンブリ

(図 3-1 及び

図 3-2参照)

NO.5

良

備考

シール蓋と閉止栓

良

NO.1 ドラム内側ライナ

良

NO,2

収納容器

(図 3-3 及び

図 3-4参照)

ドラム内側ライナ

良

NO.3 ドラム内側ライナ

NO.4

良

ドラム蓋と補強りング

NO.5

良

シール蓋と閉止栓

良

良

良

良

別添一79



谷.暑呈稲、号 部位

溶接キ、査記録(フ/8)

ドラムアセンブリ

(図 3-1 及び

図 3-2 参照)

NO.1

溶接位置

ドラム内側ライナ

NO.2

収納容器

(図 3-3 及び

図 3-4参照)

ドラム内側ライナ

NO.3 ドラム内側ライナ

地^

NO.4

結果

ドラム蓋と補強りング

ドラムアセンブリ

(図 3-1及び

図 3-2 参照)

良

NO.5

備考

シール蓋と閉止栓

良

NO.1 ドラム内側ライナ

良

NO.2

収納容器

(図 3-3 及び

図 3-4 参照)

ドラム内側ライナ

良

NO.3 ドラム内側ライナ

良

NO.4 ドラム蓋と補強りング

良

NO.5 シール蓋と閉止栓

良

良

良

良

別添一80



谷.暑呈番、号・ 部位

溶接

ドラムアセンブリ

(図 3-1 及び

図 3-2 参照)

査記録(8/8)

NO.1

溶接位置

ドラム内側ライナ

NO.2

収納容器

(図 3-3 及び

図 3-4参照)

ドラム内側ライナ

NO.3 ドラム内側ライナ

NO.4

山^

結果

ドラム蓋と補強りング

NO.5

良

備考

シール蓋と閉止栓

良

良

良

良
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NO 溶接部

ドラム内側ライナ

図3-1 ドラムアセンブリ開先図

開先詳細(mm (in.))

2 ドラム内側ライナ

3

概略形状図

ドラム内側ライナ

4 ドラム蓋と補強りング

別添一82



図3-2 ドラムアセンブリ溶接線立冒図
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NO 溶接部

5 シール蓋と閉止栓

図3-3 収納容器開先図

開先詳細(mm an.)) 概略形状図

図3-4 収納容器溶接線立署図

別添一84



検査年月日

検査場所

核燃料輸送物製作時検査記録

検査責任者

令和

検査対象物

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

高速炉・新型炉研究開発部門大洗研究所

検査項目

年ル月7日

検査方法

^型輸送容器

合格基準

外観検査

ノ、、ノ

輸送容器のドラムアセンブリ及び収納容器の外観を目視又は

浸透探傷検査により検査した結果について、容器製造者の検査

記録で確認する。

検査記録

別紙参照

令和兀年 n、月ん日

検査実施者

有害な傷、割れ等がなく、形状に異常な欠陥がないこと。

15基

2 結果

合格

備考

別添一85

元



谷、暑呈番、号'

外観検査記録(ν2)

部位

ドラムアセンブリ

収納容器

有害な傷、割れ等

形状の異常な欠陥

ドラムアセンブリ

収納容器

ドラムアセンブリ

虫圧
ノ、、、

山^

収納容器

ドラムアセンブリ

備考

収納容器

ドラムアセンブリ

収納容器

ドラムアセンブリ

収納容器

ドラムアセンブリ

収納容器

ドラムアセンブリ

収納容器

別添一86

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無



容器番号

外観、査記録(2/2)

部位

ドラムアセンブリ

収納容器

有害な傷、割れ等

形状の異常な欠陥

ドラムアセンブリ

収納容器

ドラムアセンブリ

山^

収納容器

ドラムアセンブリ

備考

収納容器

ドラムアセンブリ

収納容器

ドラムアセンブリ

収納容器

ドラムアセンブリ

収納容器

別添一87

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無



検査年月日

検査場所

核燃料輸送物製作時検査記録

検査責任者

令和元年ル月?日

検査対象物

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

高速炉・新型炉研究開発部門大洗研究所

検査項目

検査方法

^肅分送容号昌

合格基準

耐圧検査

検査記録

別紙参照

"、^

収納容器の耐圧検査結果を、容器製造者の検査記録で確認す

る。

令和兀年八月 R e

検査実施者

水圧検査により、圧力の減少及び内部からの漏水がないこと。

15基

2 和果

合格

備老

別添一88



容器番号 対象箇所

耐圧キ、査記録

収納容器蓋

保持時間
ノ＼

収納容器本体

収納容器蓋

試験温度

゜C (゜F)

10

収納容器本体

10

収納容器蓋

17.8

(64)

圧力の

1咸少

10

収納容器本体

20.6

(69)

山^

10

漏水

の有無

収納容器蓋

17.8

(64)

10

収納容器本体

19.4

(67)

10

備考

収納容器蓋

20.0

(68)

10

収納容器本体

21.1

(7の

10

収納容器蓋

21.1

(7の

10

収納容器本体

25.6

(78)

10

収糸内容器芸

21.1

(7の

10

収納容器本体

26.フ

(8の

10

23.4

(74. D

収糸内谷器芸

10

収納容器本体

25.2

(フフ.3)

10

24.3

(75.フ)

虫圧
ノ、、、

10

26.1

(78.9)

10

29.4

(84.9)

27.0

(80.6)

別添一89

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無



谷、暑呈番、号 対象箇所

耐圧於査記録

収納容器蓋

保持時間
ノ＼

収納容器本体

収納容器蓋

試験温度

OC (OF)

10

収納容器本体

10

25.フ

(78.3)

収納容器蓋

圧力の

減少

10

収納容器本体

31.1

(88.0)

也^

10

漏水

の有無

23.2

(73.フ)

収納容器蓋

10

収納容器本体

23.3

(74.0)

10

備考

21.5

(70.フ)

収納容器蓋

10

収納容器本体

22.9

(73.2)

10

21.4

(70.5)

収納容器蓋

10

収納容器本体

22.8

(73)

10

23.5

(74.3)

収糸内容器芸

10

収納容器本体

22.1

(71.8)

虫圧

10

J、、、

22.8

(73)

虫圧
ノ、、、

10

23.6

(74.4)

10

22.2

(72)

毎
"、、、

虫圧

20.6

(69)

ノ、、、
毎
ノ、、、

別添一90

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無



検査年月日

検査場所

核燃料輸送物製作時検査記録

検査責任者

検査対象物

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

高速炉・新型炉研究開発部門大洗研究所

検査項目

検査方法

^型輸送容器

合格基準

ノ、^

収納容器本体及び収納容器蓋部のへりウムリーク試験並びに

収納容器の圧力上昇法による気密漏えい試験を行った結果を容

器製造者の検査記録で確認する。

1

令和元年 iン月 n e

検査記録

別紙参照

検査実施者

収納容器各部の漏えい率が以下の基準を満足すること。
休:2、山10、7 Std-cm3/S以下
部:2'山10、7 Std-cm3/S以下

^

.11訂.

収納容器:1.山10→ S{d-cm3/S以下

気密漏え

1 5基

2 結果

合格

備老

別添一91

元年

検査

日7月0

)し



谷・暑呈番、号'

気密漏えいキ査記録(ν3)

部位

収納容器

収納容器本体

試験方法

収納容器蓋部

圧力上昇

基準漏えい率

(std cm3/S)

収納容器

He リーク

収納容器本体

He リーク

1. O × 10、4

収糸内容器蓋音3

圧力上昇

2. O × 10、フ

検査結果

山^

収納容器

He リーク

2. O × 10、フ

4.61 × 10、6

収納容器本体

He リーク

1. O × 10、4

< 0.1 × 10、8

収納容器蓋部

備考

圧力上昇

2. O × 10、'

< 0.1 × 10、8

収納容器

He リーク

2. O × 10、フ

6.93 × 10、6

収納容器本体

He リーク

1. O × 10、4

< 0.1 × 10、8

収納容器蓋部

圧力上昇

2. O × 10、'

0.2 × 10、8

収納容器

He リーク

2. O × 10、フ

8.73 × 10、6

収納容器本体

He リーク

1. O × 10、4

< 0.1 × 10、S

収納容器蓋部

圧力上昇

2. O × 10、'

0.2 × 10、8

He リーク

2. O × 10、フ

6.フ× 10、6

He リーク

1. O × 10、1

< 0.1 × 10、8

2. O × 10Y

< 0.1 × 10、8

2. O × 10、フ

8.8 × 10、6

< 0.1 × 10、8
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0.4 × 10、8



谷.暑呈番、号'

気密漏えい検査記録(2/3)

部位

収納容器

収納容器本体

試験方法

収糸内容器芸音"

圧力上昇

基準漏えい率

(std cmvs)

収納容器

He リーク

収納容器本体

He リーク

1. O × 10、4

収納容器蓋部

圧力上昇

2. O × 10Y

検査結果

地^

収納容器

He リーク

2. O × 10、'

収納容器本体

1,2 × 10、゜

He リーク

1. O × 10、4

< 0.1 × 10、8

収納容器蓋部

備考

圧力上昇

2. O × 10、'

0.2 × 10、8

収納容器

He リーク

2. O × 10、フ

収納容器本体

1.2 × 10、゜

He リーク

1. O × 10、4

< 0.1 × 10、8

収納容器蓋部

圧力上昇

2. O × 10、フ

< 0.1 × 10、8

収納容器

He リーク

2. O × 10、'

収納容器本体

1.4 × 10、゜

He リーク

1. O × 10、↓

< 0.1 × 10、8

収納容器蓋部

圧力上昇

2. O × 10、フ

< 0.1 × 10、8

He リーク

2. O× 10、'

1.2 × 10、゜

He リーク

1. O × 10、1

< 0.1 × 10、8

2. O × 10、フ

< 0.1 × 10、8

2. O × 10、フ

1.3× 10、゜

< 0.1 × 10、8

< 0.1 × 10、8
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谷,暑呈番、号 部位

収納容器

収納容器本体

試験方法

収納容器蓋部

、査記録(3/3)

圧力上昇

基準漏えい率

(std cm3/S)

収納容器

He リーク

収納容器本体

He リーク

1. O × 10、4

収糸内容器蓋音β

圧力上昇

2. O × 10、'

検査結果

浬^

収納容器

He リーク

2. O × 10、'

収納容器本体

6.6 × 10、6

He リーク

1. O × 10、4

収納容器蓋部

0.2 × 10、8

備考

圧力上昇

2. O × 10、フ

< 0.1 × 10、8

収納容器

He リーク

2. O × 10、フ

収納容器本体

1.4 × 10、゜

He リーク

1. O × 10、4

< 0.1 × 10、8

収糸内容器芸音B

圧力上昇

2. O × 10、'

< 0.1 × 10、S

収納容器

He リーク

2. O × 10、フ

収納容器本体

1. O × 10、゜

He リーク

1. O × 10、1

< 0.2 × 10、8

収納容器蓋部

圧力上昇

2. O × 10、フ

< 0.2 × 10、8

He リーク

2. O × 10、フ

4. O × 10、゜

He リーク

1. O × 10、4

< 0.1 × 10、8

2. O × 10、'

0.1 × 10、8

2. O × 10、フ

1. O × 10、゜

0.1 × 10、8
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0.1 × 10、8

気密 え



検査年月日

検査場所

核燃料輸送物製作時検査記録

検査責任者

令和元年ん月7日

検査対象物

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

高速炉・新型炉研究開発部門大洗研究所

検査項目

検査方法

^車兪送;谷、暑呈

合格基準

1

遮蔽性能検査

検査記録

別紙参照

ー.、ー.

材料検査結果を確認する。

令和天年ル月 i之日

材料検査に合格していること。

検査実施者

1 5基

2 結果

令キ各

備考
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遮蔽性能検査記録(VI)

谷,暑号番、号'

材料検査結果

谷、暑呈番号'

材料検査結果

良

容器番号

材料検査結果

良

良

良

良

良

塑^

良

良

良

良

良

良

良

良 良
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検査年月日

検査場所

核燃料輸送物製作時検査記録

検査責任者

令和元年'j。月7日

検査対象物

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

高速炉・新型炉研究開発部門大洗研究所

検査項目

検査方法

^型輸送容器

合格基準

1

遮蔽寸法検査

検査記録

別紙参照

ノ岡、、ノ

寸法検査結果を確認する。

令和元年八月 R e

寸法検査に合格していること。

検査実施者

15基

2 結果

合略

備老
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遮蔽寸法キ査記録(VD

谷、暑昌番、号

寸法検査結果

容器番号

寸法検査結果

良

猫、暑呈番、号'

寸法検査結果

良

良

良

良

良

山^

良

良

良

良

良

良

良

良 良
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検査年月日

検査場所

核燃料輸送物製作時検査記録

検査責任者

令和元年ん月?日

検査対象物

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

高速炉・新型炉研究開発部門大洗研究所

検査項目

検査方法

^型輸送容器

合格基準

1

重量検査

検査記録

別紙参照

ノ'、ノ

材料検査及び寸法検査結果を確認する。

令和元年ル月

材料・検査及び寸法検査に合格していること。

検査実施者

1 5基

2 結果

日

合裕

備考
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谷.暑呈番、号'

材料検査結果

重

寸法検査結果

査記録(VI)

谷,暑号番、号'

材料検査結果

寸法検査結果

良

良

容器番号

材料検査結果

良

寸法検査結果

良

良

良

良

良

良

山^

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

別添一100
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検査年月日

検査場所

核燃料輸送物製作時検査記録

検査責任者

令和元年ル月ワ日

検査対象物

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

高速炉・新型炉研究開発部門大洗研究所

検査項目

検査方法

^型輸送容器

合格基準

未臨界検査

1

ノ、、ノ

中性子吸収材(ボロン入りアルミナセメント)の鋳込み深さ寸

法、硬化後重量及び硬化後密度が基準値内にあることを、容器

製造者の検査記録で確認する。

検査記録

別紙参照

令和兀年厄月た日

検査実施者

鋳込み深さ寸法、硬化後重量及び硬化後密度が基準値を満足し

ていること。

1 5基

2 結果

合略

備考
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谷,暑邑番、号'

未臨界検査記録(ν3)

鋳込み深さ寸法

an.)n血

項目

別添一102

硬化後重量

kg (1b)

硬化後密度

g/cm'(1b/ftり

基準

^

鋳込み深さ寸法

mm (in.)

^
^

硬化後重量

kg ab)

^
^

硬化後密度

g/cm'(1b/ftり

測定値

^
^

聖^

^

鋳込み深さ寸法

血(in.)

^
^

^

硬化後重量

kg (1b)

備考

^
^

^

硬化後密度

g/Cが ab/ft')

^
^

^

鋳込み深さ寸法

n血 an.)

^
^

^

硬化後重量

kg (1b)

^
^

^

硬化後密度

8/cm'(1b/ff)

^
^

^

鋳込み深さ寸法

n血 an.)

^
^

^

硬化後重量

蚫 ab)

^
^

^

硬化後密度

g/Cが(1b/ff)

^
^

^

^
^

^

^
^

^

^

^

^



谷、暑昌番、号'

未臨界

鋳込み深さ寸法

an.)n血

項目

^

硬化後重量

kg (]b)

査記録(2/3)

硬化後密度

§/Cが(1b/ftり

基準

^

鋳込み深さ寸法

mm an.)

^
^

硬化後重量

kg (1b)

^
^

硬化後密度

g/cm'(1b/ftり

測定値

^
^

^

鋳込み深さ寸法

血(in.)

山^

^
^

^

硬化後重量

kg (1b)

^
^

備考

^

硬化後密度

g/cm'(1b/ftり

^
^

^

鋳込み深さ寸法

(in.)mm

^
^

^

別添一103

硬化後重量

kg ab)

^
^

^

硬化後密度

g/cm'(]b/ff)

^
^

^

鋳込み深さ寸法

則n (in.)

^
^

^

硬化後重量

kg ab)

^
^

^

硬化後密度

g/cm'(1b/ft')

^
^

^

^
^

^

^
^

^

^

^



谷.暑呈番、号'

未臨界キ査記録(3/3)

鋳込み深さ寸法

mm (in.)

項目

硬化後重量

捻(]b)

硬化後密度

g/cm'(1b/ft')

基準

^

鋳込み深さ寸法

mm (in.)

^
^

硬化後重量

kg (1b)

^
^

硬化後密度

g/cm'(1b/ftり

測定値

^
^

^

山^

鋳込み深さ寸法

如n an.)

^
^

^

硬化後重量

kg ab)

備考

^
^

^

硬化後密度

g/cm'(1b/ft')

^
^

^

鋳込み深さ寸法

血(in.)

^
^

^

硬化後重量

kg ab)

^
^

^

硬化後密度

g/cm'(1b/ff)

^
^

^

鋳込み深さ寸法

則n an.)

^
^

^

硬化後重量

k8 ab)

^
^

^

硬化後密度

g/Cが(1b/ff)

^
^

^

^
^

^

^
^

^

^

^

^
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検査年月日

検査場所

核燃料輸送物製作時検査記録

検査責任者

令和元年ル月、7日

検査対象物

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

高速炉・新型炉研究開発部門大洗研究所

検査項目

検査方法

^斬方送.容暑号

合格基準

取扱い検査

1

ノ、、ノ

気密漏えい検査において、収納容器を申請書に記載された手順

で取扱い、気密漏えい検査に合格していることを容器製造者の

検査記録で確認する。

検査記録

別紙参照

令和元年た月々日

検査実施者

気密漏えい検査に合格していること。

15基

2 結果

会格

備老
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容器番号

気佃漏えい

検査結果

取扱い検査記録(VI)

容器番号

気密漏えい

検査結果

良

谷、暑呈番、号

気密漏えし、

検査結果

良

良

良

良

良

山^

良

良

良

良

良

良

良

良 良
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輸送容器が輸送容器の設計及び製作の方法に適合するように

維持されていることを示す説明書

添付書類一5



(イ)章輸送容器の性能維持に関する説明

1.定期自主検査

本申請に係る輸送容器は、容器製造者により当該核燃料輸送物設計承認書と同一

の設計仕様に基づき製作されたものである。国立研究開発法人日本原子力研究開発

機構は、これらの輸送容器の貸与を受けて使用するものであるため、当該輸送容器

の完成後から容器承認申請時までの間、当該輸送容器が健全に保守されていること

にっいて、容器製造者による定期自主検査記録の確認を実施した。当該輸送容器が

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構に引き渡されて以降は、申請者により(イ)・

第 1表に示す実施要領に従って定期自主検査を実施する。以下に容器製造者による

定期自主検査実施日を示す。今回の輸送は、容器製造者による定期自主検査後、初

回である。

輸送容器番号

2.保管中の維持管理

当該輸送容器の保管及び取扱いに当たっては以下のように管理し、性能を維持し

ている。

①当該輸送容器の保管に当たっては建家内とし、その性能が損なわれないように

保管する。

②当該輸送容器を取り扱う場合には、その性能が損なわれないように慎重に取り

扱う。

③当該輸送容器が国立研究開発法人日本原子力研究開発機構に引き渡されて以

降、 1年に 1回以上(年間の使用回数が 10 回を超える場合には、使用回数 10

回ごとに 1回以上)、定期自主検査を実施し、その性能を維持する。

④核燃料輸送物の輸送開始に先立ち発送前検査を実施する。

(イ)-1

実

令和元年 H 月7日~

令和2年6月1日

施 日 輸送の実績

無し



3 輸送容器の保管場所及び保管責任者

保管場所

茨城県東茨城郡大洗町成田町4002番地

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

高速炉・新型炉研究開発部門大洗研究所

保管責任者

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

高速炉・新型炉研究開発部門大洗研究所

環境技術開発センター環境保全部

環境技術課長

(イ)-2



検査項目

外観検査

耐圧検査

ドラムアセンブリ及び収納

容器の外観を目視により検

査する。

q)・第 1 表

検 査

気密漏えい検査

方

定期自主検査要領

収納容器の外観を目視によ

り検査する。

法

遮蔽検査

収納容器のへりウムリーク

試験により漏えい率を測定

する。

有害な傷、割れ等がなく、形状に異常
な欠陥がないとと。

未臨界検査

ドラムアセンブリ及び収納

容器の外観を目視により検

査する。

格

有害な傷、割れ等がなく、形状に異常

な欠陥がないこと。

基

密封装置の弁、

ガスケット等の

保守

準

ドラムアセンブリ及び収納

容器の外観を目視により検

査する。

収納容器の漏えい率が

Std・cm3/S 以下であること。

熱検査

0 りング、 0 りング溝及び

収納容器シール面の外観を

目視により検査する。

有害な傷、割れ等がなく、形状に異常

な欠陥がないこと。

吊上検査

収納物から発生する崩壊熱は小さく、容器温度は周囲温度と同一に
なる。そのため、本検査は実施しない。

作動確認検査

有害な傷、割れ等がなく、形状に異常
な欠陥がないこと。

2.O×10'フ

本輸送容器は吊上装置を有しないため該当せず。

補助系の保守

有害な傷、割れ等がなく、形状に異常

な欠陥がないこと。

異常が認められた場合、 0 りングを交

換する。

弁、非常用安全装置等を有していないため該当せず。

補助系を有していないため該当せず。

(イ)-3

合



1

輸送容器に係る品質管理の方法等に関する説明書

輸送容器に係る品質管理の方法等に関する説明

2 輸送容器の製作に係る品質監査結果・・・・

添付書類一6

(イ)章

(ロ)章



輸送容器に係る品質管理の方法等に関する説明

(イ)章



(イ)章輸送容器に係る品質管理の方法等に関する説明

本申請に係る輸送容器が、核燃料輸送物の設計、製作、取扱い、保守等全般的な品質

マネジメントの基本方針及び輸送容器の製作に係る品質マネジメントにっいて、適切に

反映されていることを保証する手段として、本輸送容器を製作した当時の品質保証を確

認し、記載する。

【当時の容器製造者における品質保証】

当時の容器製造者である

」という。)は

容器に関する作業(設計、製作、組立、試験、保守及び使用)に対し品質保証計画を定

めている。

核燃料輸送物及び輸送に関する

はの

の規制に従し

なお

容器の品質に影響する使用者、請負者及び供給者は、関与の度合いに応じて本章の要求

事項の対象となる。

(イ)-1

(以下「 」という。)

作業者の健康と安全及び環境を守るため

1.序言命

型輸送容器に係る本品質保

の承認を受けた

において制定されている。

に示されている。

に基づき、重要度に応じて品質保証を実施する。輸送

呪都^"、艇噛"■

本品質保証計画は、型輸送容器に関する設計、購入、製作、取扱い、出荷、

保管、洗浄、組み立て、検査、試験、作業、保守、補修及び変更に必要な作業に適用す

る。

(以下

輸送

正計画は

1質保証計画に基づき、

及ひ



2.範囲

下記に示すの各項目について定められている。品質保証計画は、

品質保証組織

品質保証計画

輸送容器の設計管理

購入品図書管理

指示書、要領書、図面

文書管理

購入する材料、装置、役務の管理

材料、部品、機器の識別と管理

特殊プロセスの管理

社内検査

試験管理

計測器及び試験装置の管理

取扱、保管、出荷管理

検査、試験、作業状態

不適合材料、部品、機器

是正処置

品質保証記録

監査

3.品質保証

加那、畿御ヲ洲,^玲途器■"■鴫劃証喰勧
法を示す。

なお、

3.1 品質保証組織

のエンジニアリング音舮ヨは、機械及び製作エンジニアリング部門の一部であり、

に基づき、作業の重要度に応じて段階的に適用される。
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型輸送容器を含む全ての輸送容器に対し、要求事項に適合することを確保す

る設計権限責任を持つ。また、業務の計画及び実施で必要とされる文書にっいて文書化

する責任を負う。

エンジニアリング部門は、部長、輸送容器の設計技術者、輸送容器の技術者、輸送容

器のコーディネーター、設計者、そして記録を管理する事務員で構成される。

部長は、計画立案、日程調整及び作業を割り当て、他部署との取り合いを管理し、輸

送容器に関係する作業を完遂させる責任がある。

輸送容器の設計技術者は、輸送容器の設計に関する第一の責任がある。

輸送容器の技術者は、輸送容器の設計が、機能、性能及び品質保証の要求事項に合致

しているととを確実に実施し、供給者と結びつけ、機器の購入を支援し、試験を調整し、

使用者のための要領及び訓練を準備し、そして記録が維持されていることを確実に実施

する。

輸送容器のコーディネーターは、材料の提供及び使用者の支援を行う。

設計者は、設計技術者の指示に従い、設計図、データシート及び仕様書を準備tる。

記録を管理する事務員は、記録保管場所を維持する。

は、輸送容器の品質に悪影響を及ぼす状態に気付き、又は発見したとき、その他

の組織に対し作業停止を指示する権限を持つ。

3.2 品質保証計画

■"、顕傭酬一峡峡鄭幼^"吟林知噴膨靴R
得る作業全般を管理する。本計画は、輸送容器の承認された設計への適合を確実なもの

にするために制定する。前項に示すとおり、

要度に応じて段階的に適用される。

段階的な適用として、重要度のレベルに応じて品質カテゴリーを下記に示すA、 B又

はC に分類する。

・カテゴリーA機器とは、その機器の故障又は機能不良が直接的に密封、遮蔽又は未

臨界に対し重大な影響を及ぼすもの

・カテゴリーB機器とは、その機器の故障又は機能不良が間接的に密封、遮蔽又は未

臨界に対し重大な影響を及ぽすもの

に基づき、作業の重
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カテゴリーC機器とは、その機器の故障又は機能不良が密封、遮蔽又は未臨界に対

し重大な影響を及ぼさないもの

q)、第 1表に示す。型輸送容器の品質カテゴリーを

品質に影響する作業の実施者は、品質、技術的要領、型輸送容器に関する要

求事項への理解に関する教育、実地訓練(OJT)、実習プログラムを受ける。また、研

究、訓練、技都藷蒜習、実地訓練(OJT)を通じてその有効性を維持・補完L、レビュー

により評価する。
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ドラム蓋、ドラム胴体、ドラム底板、ドラム内側ライナ、トッププラグ
スタッドボノレト

六角ナット

ワッシヤー

^、データプレート、トレフォイノレデータプレート
キャスタブル耐火物

中性子吸収材

シリコンラバーパッド

プラスチックプラグ

塗料

1

ドラムアセンブリ

収納容器本体

シーノレ蓋、クロージャーナット

溶接線

外止めりング

内側0 りング

外側0 りング

0 りング潤滑剤

リークテストポートプラグ

グリス

輸送容器

ク、 の品カテゴリー

収納缶

シリコンラバーパッド

缶スペーサー

缶本体及びエンドカバー

中性子吸収材

品質カテゴリー

収納容器

収納物
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解析、遮蔽解析、臨界解析等の情報を、識別、文書化、レビュー、承認する。

型輸送容器の認証図面、設計特性、要求事項又はカテゴリーA及びB機器

の変更については、

エンジニアリング部門は、当該変更箇所を安全解析書、図面等に反映する。

カテゴリーC機器の変更にっいては、のエンジニアリング部門が承認する。承

認後、のエンジニアリング部門は、当該変更箇所を安全解析書、図面等に反映す

る。

3.4 購入品図書管理

購入品技術者、輸送容器技術者及び品質技術者は、調達文書に、必要な技術的及び品

質的要求事項が含まれることを確実にするためレビュー、承認を行う。

供給者は、購入品又は役務に対し、品質カテゴリーに応じて適用される要求事項を満

足させる。

の承認が必要となる。承認後、の

3.5 指示書、要領書、図面

品質に影響する作業は、指示書、要領書、図面及び仕様書に従って実施される。これ

らの文書には品質保証要求事項及び判定基準を含む。

3.6 文書管理

は、品質に関連する作業に必要な技術図書が識別され、準備され、レビューさ

れ、承認され、そして管理されていることを保証する。各作業場所の監督者は、最新の

承認された図書が用いられていることを保証する。

3.7 購入する材料、装置、役務の管理

は、購入する材料、装置及び役務が、購入文書に適合していることを確実にする

ため、管理方法、責任の所在を含む要領書を制定する。
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購入文書において、試験・検査要求事項、判定基準、レビュー又は提出図書の整合性

が図られていることを明確にする。要求されている図書の提出時期は、購入文書に明記

する。とれらの文書・記録は、購入tる材料、装置及び役務が輸送容器に用いられる前

に確定させる。

品質カテゴリーに応じて、購入する材料、装置及び役務に対する供給者の能力を定期

的に検証する。それらの記録は、各供給者の妥当性を識別するため、準備され維持され

る。

3.8 材料、部品、機器の識別と管理

は、輸送容器に関連した材料、部品、機器の識別及び管理のため、文書中でそれ

らの追跡が可能であること、維持されていることを確実にする。シリアノレナンバーは、

容易に消えないような方法で収納容器及びドラムアセンブリ上にマークする。

交換部品は、使用者の品質保証により適切に保管される。

輸送容器に関連した材料、部品及び機器の承諾方法として、供給者の評価、適合証明

書、調達先検証、受け入れ検査、装着後試験又はこれらの試験の組合せを含む。 0りン

グ等の使用期限が規定される材料又は機器は、期限切れの部品を使用しないよう識別さ

れ管理される。

3.9 特殊プロセスの管理

は、特殊プロセスが教育され認定された者によって管理された状況の下、適用

される規格、標準、仕様書、判定基準、そして他の要求事項に従って承認された要領書

又は指示書を用いて実施されることを確実にする。特殊プロセスとして管理されるべき

プロセスは、以下の判定基準に合致しなければならない。

(1)結果がプロセスの管理に大きく依存している。

(2)結果が作業者の技術に大きく依存している。

(3)結果の品質が検査等によって容易に判断するととができない。

^"松謡咋和゜●ホ、ーリ九融伽^阪"
性子吸収材(^)の混△成刑硬化、溶接、材料の熱処理及び非破壊検査で

(イ)ーフ



ある、溶接においては、認定されている溶接士が溶接作業を実施する。溶接記録には、

溶接士及び各溶接に関して用いられた溶接要領を明記する。認定記録は、必要に応じて

輸送容器の運用中及び廃止後3年間維持される。

3.10 社内検査

は、輸送容器に係る作業が要求事項に適合しているととを検証するため、社内

検査を計画、実施する。検査の妥当性を確実なものにするため、作業を実施している人

員以外の認定された検査員が検査を実施する。

検査の計画として、機器の寸法及び特性検査、溶接部の非破壊検査、輸送容器の出荷

前検査、定期的な保守検査が該当する。検査員は、型輸送容器の使用が承認さ

れる前に検査結果を文書化する。

3.11 試験管理

■,*、難加齢松"、一知詠鉾、制喰軽"ーイ、^
型輸送容器が要求事項に適合していることを確実なものにするため、検証試験を実加す

る。検証試験の要領には、試験対象物、必要条件、装置、試験状態、そして判定基準を

規定し、検証試験の結果は安全解析書に反映する。

3.12aH則器及び試験装置の管理

社内検査に用いる工具、ゲージ、装置、計測器及び試験装置が適釖に管理、校正、調

整されてぃることを確実なものにするため、計測及び試験装置の校正計画は

技術局、国家自主試験認定プログラムによって認可されている

によって管理される。

使用者の計測器及び試験装置にっいては、使用者の品質保証により適切に管理する。

3.13 取扱い、保管、出荷管理

■゛、^郵途知財即、暗蹄、浦、赫迎、*師社、
保守の作業に関して承認された要領に従う。輸送容器を長期間保管する場合、袋詰めに

してもよい。輸送容器は、気象条件から保護された屋内の施設において保管し、施設間

標準
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の移送時には環境的要素から保護された密閉容器を用いる。

3.14 検査、試験、作業状態

は、品質カテゴリーA及びBに対して供給者が実施する検査及び試験の作業状

態について、工程計画等により追跡できるよう要領を制定する。また、製品管理システ

ムを用いて、作業、経路、部品表、データ採取、作業者への指示、在庫の管理を実施す

る。

3.15 不適合材料、部品、機器

不適合材料、部品又は機器が識別された時点で、適切にタグ付けし、隔籬し、承認さ

れた要領に従って処置する。さらに、技術的処置、救済的な作業又は是正措置が承認さ

れるまで、手続き、配送、装着又は不適合品の使用を防止する。

は、不適合状態を識別した時は不適合報告書を作成し、以下の処置を採る。

・ useas-is:使用目的に照らして、当初の要求事項を満足していることを確認した

場合、使用を許可tる処置(技術的根拠が要求される。)

・Rework:当初の要求事項に適合するように部品等を再製作する処置

・Repa辻:当初の要求事項に適合していなくても、部品等が安全かつ確実に機能する

状態に復元する処置(技術的根拠が要求される。)

・ Reject 不適合品を除外する処置(廃棄、供給者に返却等)

輸送容器技術者は、"useas・is (そのまま使用)"又は"Repair (補修)"に係る技術的

根拠を含む処置、"Repair (補修)"又ぱ'Rework (再製作)"に係る要領及び手1慎を決定

する。もし不適合状況が安全又は作業に重大な影響を及ぽす場合又は再発を防止するた

めの是正処置が要求される場合は、不適合報告書の中に是正処置を定義する。

なお、仕様書外の部品等はの承認を経て使用する。

3.16 是正処置

は、品質に重大な影響を及ぼす状態に関して、その原因を特定し再発を防止す

るための是正処置を採る。原因及び是正処置については文書化し部長に報告する。
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3.17 品質保証記録

は、規定された要領による品質保証記録を特定、準備、完了、レビュー、承認、

維持することを確実なものにするため、要領を制定して記録を管理する。要領には、記

録が判読可能であること、完了していること、検索できること、劣化及び紛失から保護

されてぃることを含める。品質保証記録は、輸送容器の運用中及び廃止後3年間維持す

る。

3.18 監査

は、下記の事項を満たすことを確実にするため、監査を実施する。

(1)型輸送容器に関連する作業の要求事項に適合していること。

(2)計画の有効性を評価すること。

(3)品質保証の有効性を継続的に改善すること。

の性能保証課は、独立した社内監査信平価)を計画し実行する。計画において、

要求事項の実施方法、有効性の計測方法を明確にする。評価は、下記項目を満たす評価

者によって実施される。

(1)評価する機能分野に関する技術的知識及び経験を有する者

(2)評価する機能分野に関する直接的責任がなく独立している者

(3)効果的な評価を実施するために与えられた組織的な免除と権限を有する者

監査の結果にっいて、管理者は全ての所見を解決するための適切な作業を実施する。

マネジメント評価は、定期的な自己分析手段としての機能を果たし、継続的改善の範

囲を明らかにすると共に、規定されている手順、システム、計画の見直しが含まれる。

マネジメント評価は、性能保証課が管理する。

輸送容器に関連する作業にっいて、要求事項への適合性を評価するため、社内監査を

定期的に実施する。調査の結果、問題が発見された場合は、各要求事項に従って処理す

る。

品質カテゴリーA及びB の部品又は役務の供給者に対して、品質保証計画の妥当陛
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及び有効性を評価するために監査を実施する。供給者に対する評価は、基本的に3年ご

とに実施される。品質カテゴリーCは、既製の部品又は役務であり、書類による監査を

実施する。

3.19 ソフトウェア

は、輸送容器の作業に関連するコンビューターソフトウェアにっいて、検証、妥

当性確認＼バージョン管理を実施する。
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輸送容器の製作に係る品質監査結果
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(ロ)章輸送容器の製作に係る品質監査結果

本申請に係る輸送容器は、容器製造者により当該核燃料輸送物設計承認書と

同一の設計仕様に基づき製作されたものである。本輸送容器の製作に係る品質

監査として、国立研究開発法人日本原子力研究開発機構では令和元年10月7日

~12月12日にかけて、容器製造者が輸送容器に関する作業(設計、製作、組

立、試験、保守及び使用)に対し品質保証計画を定めていること、及び当該品、

質保証計画に従って輸送容器が製作され、それらの品質記録が整備されてぃる

ことを確認した。

《製作当時の容器製造者における品質保証計画

製作当時の容器製造者である

は

器に関する作業(設計、製作、組立、試験、保守及び使用)

画を定めている 0

品質保証計画は下記事項について定められている

の規制に従し

・品質保証組織

・品質保証計画

指示書、要領書、図面

・文書管理

・購入された材料、装置、役務の管理

・材料、部品、機器の識別と管理

・社内検査

・試験管理

・計測器及び試験装置の管理

・取扱、保管、出荷管理

・検査、試験、作業状態

・不適合材料、部品、機器

・是正処置

に対し品質保証計

作業者の健康と安全及び環境を守るため 輸送容
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品質保証記録

監査
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